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街
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県
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歴
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道
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査
報
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岩
手
県
文
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調
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報
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書
第
六
十
五
集
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手
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教

育

委

員

会

道
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ー
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宮

古

街

道

岩
手
県
「
歴
史
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道
」
調
査
報
告



げ
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
三
月

な
お
、
闊
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
謁
AIL
け
各
位
並
ひ
に
関
係
巾
町
村
教
育
仄
女
員
会
を
は
じ
め

本
乃
が

今
後
の
交
通
閃
係
遺
跡
の
保
護
及
び
粁
史
の
近
研
究
の
．
肋
と
な
れ
は
ギ
い
で
あ
り
ま
す
Q

「

f
l

＾
ー
析
翌
日
l

',h¥4ー，

1
、)」

本
報
告
R
口は

教

育

長

新

里

岩

手

県

教

育

委

員

会

~
責
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
力
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
巾
し

t

に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
と
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
闊
査
し
、
そ
の
成
県
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
3

本
年
度
に
凋
介
し
ま
し
た
几
街
道
の
う
ち

地
域
間
発
に
伴
な
う
交
通
綱
の
整
備
は
、
現
代
社
会
の
進
歩
発
展
か
ら
生
ず
る
必
然
的
な
要
請
で
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
も
日
々
近
代
的
な
道
路
の
建
設
か
各
所
で
行
わ
れ
、
私

逹
の
生
活
は
一
段
と
便
利
に
な
り
多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
本
県
歴
史
を
知
る

k
に
ぎ
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
に
残
る
並
木
道
・
道
標
・

消
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
菫
視
し
、
本
県
で
は
昭
和
五
卜
・
一
仔
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
「
歴
史
の
道
」
を
謁
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

序

盈

盛
岡
城
ド
の
詑
屋
町
地
内
で
遠
野
街
道
か
ら
分
岐
し
て
、
簗
川
区
芥
峠
を
越
え
閉
伊

IIl
沿
い
に
向
占
こ
い
た
る

一
里
塚
な
ど
の
交
通
遺
跡
が
次
第
に
そ
の
姿
を

3
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五
、
本
書
は

専
門
調
査
員
吉
田
義
昭
が
執
箪
し
、
文
化
＂
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
森
員
が
凋
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
凋
査
員
か
確
忍
調
査
を
行
な
っ
だ
。

補

助

員

—ュ'-' fu] 

橋

哲

郎

岩
手
大
芦
文
部
技
官

地
区
謁
査
員
（
｛
呂
占
市
）

大

黒

民

男

地
い
調
査
員
（
新
里
村
）

田

鎖

洗

馬

地
区
調
査
員
（
川
井
村
）

新
里
村
文
化
財
調
査
委
員
長

宮
古
市
文
化
財
保
護
審
峨
会
委
員

芳

門

留

次

郎

川

井

村

文

化

財

調

査

員

地
区
調
査
員
（
盛
岡
市

菊

池

常

雄

滝
沢
村
文
化
財
調
査
員

専

門

調

査

員

吉

田

義

昭

盛
岡
巾
教
委
文
化
財
専
門
員

専

門

調

査

員

細

井

．．． 
パ

H

岩

f
大
学
教
授

上
任
専
門
闊
査
員

草

間

俊

岩
手
大
学
教
授

(:) 

謁
査
し
た
事
項

（ア）イ,'¥
 

•
こ
、
本
凋
代
の
闘
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
品
と
謀
存
の
実
態
。

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

占
文
tt"

地
誌
類
、
紀
，
打
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
と
。

一
、
本
仕
口
は
歴
史
の
適
「
白
古
街
道
」
に
関
す
る
報
告
内
で
あ
る
。

^
.
、
本
凋
査
は
、
E
と
し
て
次
に
あ
け
る
も
の
を
収
庄
し
、
闊
査
を
上
夷
施
し
た
。

¥

9
 

収
集
し
た
も
の

例

一ロ

5
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図
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六
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沿
道
に
沿
っ
た
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施
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五
、
沿
道
に
残
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主
な
文
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三、 一
、
宮
古
街
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概
要

二
、
街
道
の
里
程

例 序

1.-
、
新
里
村

、
川
井
村

ニ
、
新
里
村

二
、
川
井
村

一
里
塚
・
道
の
幅
員

四
、
沿
道
の
現
状
と
保
存
状
況

一
、
盛
岡
市

四
、
宮
古
市

一
、
盛
岡
市

四
、
宮
古
市

言

目

次

岩
手
県
教
育
委
員
会
教
育
長

新
里

盈

47 31 30 、こ8 27 26 25 25 23 21 2り 17 17 13 12 8
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一

然
る
に
、
前
述
の
と
お
り
、
複
雑
な
地
形
の
北
卜
山
地
の
な
か
で
、
特
に
東
北
地
力
に

内
↓
箱
石
↓
古
田
↓
腹
帯
↓
茂
市
↓
け
愈
日
↓
花
原
市
↓

(2) 

水・御 T-
沢・城徳

鼻．［因
利• 砂古
111・淵 — 
v ↓ 第
簗字・ 1
/II ift• 図
；阻f・1
区↓ -
料 /II・
↓ H・ 
松↓
亨．字・
• 苗．ロ、ド沢・
津↓. . 
/ 1 f 1 o 

; 1t1-
/II ↓ 

川
ふ
密
帝
↓
茂

rli↓
11低

H
i花
椋

rli↓
根
城
＇
↓

Ill
鎖
↓

↓
簗
川
↓
・
い
芥
↓
松
草
↓
平
津
戸
↓
川
内
↓
箱
石
↓
古

（
御
城
ド
↓
上
小
路
↓
砂
淵
↓
八
木
IlJ
↓.＂
r
畑
↓
大
倉
峠

又
七条

路

ま
た
、
東
側
は
兜
明
神
岳
の
南
西
に
広
が
る
区
芥
高
椋
・
川
代
放
牧
地
に
水
源
を
発
し

経
由
地
を
記
す
と

連
々
た
る
準
平
原
を
ほ
ぼ
真
東
に
嶺
々
を
越
え
浴
谷
を
ぬ
っ
て
横
断
し
て
い
る
。
こ
の
往

還
は
盛
岡
領
内
で
も
屈
指
の
難
所
続
ぎ
の
道
筋
で
あ
る
。
普
通
こ
の
往
来
は
一
石
~
三
日
の

行
程
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
古
木
、
幾
筋
か
の
先
人
の
間
拓
し
た
足

歴
史
は
、
汀
と
血
そ
し
て
涙
と
、
農
民
一
校
も
派
生
し
た
苦
難
が
繰
り
返
さ
れ
た
エ
録
だ

゜

宮
古
街
道
は
北
上

111
地
兜
明
神
岳

(
;
0
0
ヒ
m
)
の
南
側
に
あ
る
区
界
峠
（
標
高
七

l
i
-
m
)
分
水
嶺
を
境
に
し
て
、
西
力
は
盛
岡
市
域
で
北
上
川
水
系
に
属
す
簗
川
に
沿
う

道
筋
で
あ
る
。

て
東
流
す
る
閉
伊
川
水
系
に
属
し
、
こ
の
曲
折
し
て
流
れ
る
閉
伊
川
の
渓
谷
を
難
所
続
き

の
道
は
河
谷
の
右
岸
そ
し
て
左
岸
と
場
所
を
選
ん
で
渡
渉
し
ま
だ
尼
根
を
つ
た
っ
て
直
接

太
平
洋
岸
の
河
口
に
拓
け
た
宮
古
に
至
る
約
一

0
0余
粁
往
還
で
あ
る
。

お
け
る
北
上
山
地
特
有
の
隆
起
準
平
原
「
半
頂
峯
」
を
巧
に
活
か
し
た
独
特
の
道
筋
か
拓

け
て
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
文
政
六
年
(
-
八
一
―
ム
ニ
几
戸
の
豪
商
藤
田
武
兵

衛
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
史
実
卜
明
確
な
ル
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
松
草
（
川
井
村
）
か

ら
刈
屋
（
新
里
村
）
の
新
道
区
間
（
第
ー
図
参
照
）
は
、
多
く
の
箇
所
で
従
来
の
道
筋
を

放
棄
し
た
新
道
で
、
平
項
峯
を
往
来
す
る
典
型
的
な
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
宮

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

跡
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
お
り

こ
と
宮
古
街
道
に
関
し
た
そ
の
開
発
と
改
修
七
木
［
中
の

宮
古
街
道
で
あ
る
。

こ
の
街
道
は

盛
圃
を
起
点
と
し
て
南
北
に
発
達
し
た
北

t
山
地
の

こ
の
盛
岡
城
下
と
領
内
東
湘
岸
の
、
E
要
湊
の

つ
宮
古
を
結
ぶ

‘L
幹
ル
ー
ト

近
世
に
お
け
る
南
部
盛
岡
藩
．． 

十
JjJJ
石
の
居
城
は
盛
岡
で
あ
る
。

-

ヽ

宮
古
街
道
の
概
嬰

こ
れ
が

責

n
 

占
へ
の
道
は
街
道
と
し
て
は
他
に
例
を
見
な
い
大
ぎ
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
街
道
の
は
た
し
た
機
能
と
そ
の
性
格
は
実
態
と
し
て
非
能
ぷ
r
的
な
人
間

の
背
で
運
搬
す
る
か
、
制
約
さ
れ
た
質
鼠
の
物
責
を
牛
に
よ
っ
て
搬
送
さ
れ
た
に
止
ま
り
、

完
全
に
街
道
と
し
て
，
面
駅
、
そ
し
て
駄
送
・
人
馬
の
往
来
が
容
易
で
あ
っ
て
、
経
済
的
効

率
の
良
い
道
筋
に
整
備
さ
れ
た
の
は

J
戸
後
期
と
考
え
さ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
即

ち
、
享
保
期
・
天
保
期
の
街
道
改
修
事
業
、
ま
た
、
宝
暦
八
年
（
．
七
九
八
）
前
後
に
お

け
る
有
名
な
牧
庵
鞭
牛
相
尚
に
よ
っ
て
開
発
改
修
さ
れ
た
道
筋
に
つ
い
て
も
未
だ
険
阻
な

山
道
、
危
険
な
道
筋
で
川
渉
り
の
場
所
が
多
く
指
摘
さ
れ
、
以
後
も
再
三
に
わ
た
る
道
筋

の
改
変
を
含
め
た
改
修
土
木
工
事
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
だ
の
で
あ
る
。

特
に
、
文
化
年
中
以
降
、
異
国
船
の
領
海
出
没
に
伴
な
い
北
地
警
衛
と
領
内
沿
岸
の
海

防
強
化
策
の
．
環
と
し
て
台
場
の
整
備
、
そ
し
て
城

F
か
ら
の
軍
事
上
の
施
第
的
な
道
路

の
整
備
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
斯
る
大
規
模
か
つ
再
―
．
一
の
改
修
工
事
例
は
領

内
に
お
け
る
他
の
街
道
に
は
見
ら
れ
な
い
宮
古
街
道
に
つ
い
て
の
配
慮
で
あ
る
。

以

t
に
よ
っ
て
宮
古
街
道
に
つ
い
て
は
＾
筋
の
往
還
だ
け
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
三

ル
ー
ト
存
在
す
る
こ
と
か
資
料
に
よ
っ
て
記
録
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
概
要
、
し
な

¥
'
止
保
四
年
南
郊
領
逍
程

ーし．．
 
▲．9 詞
南
部
領
総
絵
図

窮
古
通
代
宜
所
竹
内
図

(

。

JC几
文
図
外
）

ロ
t
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵

宮
古
街
直
閃
巻
（
・
大
保

期
補
注
本
）
文
政
図

．岩

r県
化
図
K
"
館
蔵

店
古
街
道
図
面
．
帖
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り
伶
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汰
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f
庄
’
腐
）
そ
笈
了

佑
月
：
体
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食
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i
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．
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出
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図
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立
；
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＿
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ー
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笏
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瓜
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マ
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窮
古
街
道

古
港
二
達
ス
、

長
弐
拾
一
里
壱
拾
四
町
弐
拾
四
間
、
幅
広
慮
五

老
木
、
川
鉛
‘
f
徳
ノ
晶
村
ヲ
経
テ
郡
ノ
束
＇
，
い
い

111
岸
ー
上
米
内
ー
川
又
、

石
、
尼
額
、
岩
泉
、

日
い
ー
薮
川
；
閉
伊
郡
釜
ボ
川
村
↓
門
、
穴
八
、
災
綿
、

そ
し
て
乙
茂
、
火
野
、
中
里
、
中
島
の
諸
村
を
経
て
小
本
村
に
至
る 1Ir 
＿
1ノ

と
、
前
期
②
項
に
属
す
ル
ー
ト
と
、
新
規
彪
ド
仁
じ
村
字
本
町
か
ら
府

f
郡
.. 
、
ソ
闊
村
↓

川
井
、
古
川
、

腹
帯

茂
市
、
バ
愈
日
、
花
原
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（
以
卜
岩

F
郡
誌
IPL
ト

津
戸
、
川
内
、
夏
屋
、
鈴
久
名
、
箱
石
、
片
巣

長
壱
拾
弐
里
壱
拾
五
町
四
拾
七
間
、
輻
広
虐
四
間
、
狭
虜
戴
間

郡
ノ
西
岩

f
郡
境
ヨ
リ
入
リ
川
代
、
門
男
、
平

t
米
内
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川
又
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経
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郡
二
通
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県
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彪
ド
仁
．
上
村
字
本
町
ニ
テ
函
館
街
近
ヨ
リ
東
北
二
分
岐
ン
；
．
闘
、
山
州

宮
占
街
道

県
道
二
等
二
属
ス

轄
地
誌
「
岩
~
郡
及
び
閉
伊
郡
之
項
」
に
よ
る
と

ー
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万
土
交
面

大
直
年
を
＜
キ
キ
・
キ
団

りょ下城企

部
分
的
な
改
修
道
を
除
く
‘
じ
疫
道
は
以

L
の
よ
う
に
な
る
。

折
レ
川
日
村
、
簗
川
村
ヲ
経
テ
郡
ノ
東
位
閉
伊
郡
二
通
ス

聴
ド
東
中
野
村
字
舵
屋
町
ニ
テ
釜
石
街
道
ヨ
リ
東
北
二
分
岐
シ
又
東
南

口
↓
宮
古

戊
内
↓
卜
打
芸
↓
田
代
↓
山

カ
ヤ
ノ
↓
釜
津
田
↓
大
川
↓

（
以
上
閉
伊
郡
地
誌
品
巾

↓
元
信
↓
銭
掛
↓
笹
ノ
平
↓

ニ
道
長
合
叶
壱
拾
七
里
壱
拾
四
町
壱
拾
四
間

中
御
城
下
↓
山
岸
↓
漫
岸
呼
石

↓
千
徳
↓
宮
占
（
第
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前
ケ
嶺
↓
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↓
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↓
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↓
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↓
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道
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、
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、
’
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、
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、
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、
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石
尼
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、
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里
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拾
七
間
、
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、
狭
処
三
尺
、
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、
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四

戸
辰
四
月

甚
五
右
衛
門
殿

之
ハ
御
代
官
急
度

oT
被
遂
吟
味
候

（
享
保
九
年
）

川
通
）
道
普
請
」
文
書
が
あ
っ
て

以
上

御
元
メ
所

御
勘
定
所

問
副
冒
ご^：
一

あ
る
。

時
代
中
期
を
中
心
に
利
用
さ
れ
た
前
述
山
、
に
関
し
た
街
道
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で

右
者
此
度
宮
古
往
米
戸
川
通
道
普
請
被
仰
付
候
依
之
右
両
人
几
普
請
中
入
用
人
足
諸

入
方
共
引
請
相
勤
候
様
申
付
候
間
渚
百
姓
労
二
不
成
様
心
を
付
費
私
曲
等
堅
不
仕
勿
論

並
日
請
念
入
候
様
可
被
仰
付
候
若
御
蔵
給
所
百
姓
共
指
図
相
背
普
請
不
慟
い
た
す
者
於
有

ま
た
、
閉
伊
の
「
鉄
の
道
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
議
ル
ー
ト
の
中
か
ら
南
部
領
内
道
程
品
及
び
「
夫
伝
馬
駄
賃
脹
」

に
よ
っ
て
、
公
式
に
位
漑
づ
け
ら
れ
て
お
る
宮
古
街
道
馬
継
所
を
経
由
す
る
往
還
、
江
戸

箱
石
村
肝
煎
五
郎
作

ヽ

川

井

村

吉

内

覚

（
一
六
四

川
井
運
助
の
閉
伊
街
道
の
改
修
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
か
そ
の
詳
細
は
不

論
を
待
た
な
い
。

川
井
村
郷
上
誌
卜
巻

（
川
井
村
昭
和
37
年
刊
）

に
よ
れ
ば
寛
水
一
八
年

て
い
る
。

道
（
旧
小
本
街
道
）
。
そ
れ
か
ら
浜
街
道
に
よ
っ
て
宮
古
町
に
至
る
ル
ー
ト
を
宮
古
街
道
に

設
定
し
て
い
る
。
こ
の
道
筋
は
江
戸
期
に
お
け
る
宮
古
街
道
と
し
て
は
位
置
付
け
の
な
い

藩
政
時
代
に
お
け
る
経
済
流
通
ル
ー
ト
と
し
て
の
宮
古
街
道
に
つ
い
て
、
そ
の
存
在
は

重
要
で
あ
る
こ
と
は
諸
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
体
と
し
て
そ
の
往

還
は
整
備
不
良
の
時
代
が
非
常
に
長
か
っ
た
。
街
道
補
修
に
つ
い
て
文
献
（
南
部
藩
家
老

席
日
誌
「
雑
書
」
）
上
で
の
初
見
は
承
応
二
年
九
月
二
日
付

一
、
盛
岡

i
閉
伊
宮
古
迄
、
道
橋
繕
い
奉
行
吉
岡
半
左
エ
門
・
葛
西
庄
兵
衛
同
心
一
・
一
人
、

と
、
そ
の
維
持
に
当
っ
て
い
る
。
こ
の
道
筋
は
正
保
図
に
見
る
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
は

詳
で
あ
る
。
ま
た
同
誌
に
享
保
九
年
(
-
七
二
四
）
四
月
、
「
宮
古
往
来
戸
川
通

(11閉
伊

中
略
…
…
何
茂
今
日
被
遺
広
々

と
あ
っ
て
、
大
規
模
な
普
泊
の
あ
っ
た
こ
と
か
判
明
す
る
。

た
街
道
で
は
あ
っ
た
が
、
前
述
の
正
保
及
び
元
禄
絵
図
注
品
に
よ
る
と

七
八
ご
）

遂
次
整
備
さ
れ

中
牛
馬
不
通
」
（
簗
川
村
大
倉
峠
・
川
井
村
地
内
榊
山
・
通
称
は
大
峠
）
の
箇
所
も
あ
っ
て
、

夫
伝
馬
往
来
と
し
て
は
難
所
が
多
く
、
牛
・
人
力
に
頼
っ
て
駄
馬
の
交
通
に
は
支
障
が
多

は
、
．
紅
古
街
道
の
最
大
の
難
所
区
間
で
あ
る
條
目
ー
平
津
戸
間
、
卜
．． 

堪
手
の

道
路
改
修
に
着
手
し
て
い
る
。
こ
の
工
事
は
延
へ
距
離
千
三
百
ヒ
十
間
、
そ
の
内
、
難
所

十
ケ
所
を
四
十
―

-
H
間
に
亘
っ
て
、
沿
道
七
ケ
村
民
約
．
ご
千
六
百
人
を
使
役
し
て
改
修
し

こ
の
鞭
牛
和
尚
の
新
追
路
開
さ
く
に
よ
っ
て
、
牛
鳥
に
よ
る
物
資
の
搬
送
交
易
も
容
易

に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
川
井
村
郷
土
誌
豊
間
根
家
所
蔵
「
宮
古
代
官
所
見
分
書
覚
」
）
。

こ
の
道
は
「
五
卜
集
の
道
」
と
呼
び
伝
え
て
い
る
（
富
岡
儀
八
「
日
本
の
塩
道
」
□

い
は

「
塩
の
道
」
と
称
し
て
い
る
）
。
だ
が
一
方
、
公
道
と
し
て
「
夫
伝
馬
駅
所
」
を
経
由
し
な

い
地
方
道
も
根
強
く
利
用
さ
れ
た
け
い
せ
き
も
顕
著
で
あ
っ
て
、
沿
線
地
元
の
古
老
達
の

言
に
よ
れ
ば
南
部
牛
方
衆
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
往
還
が
あ
る
。
こ
れ
は
平
頂
峯
を
自
由

に
読
み
と
り
往
来
し
た
近
道
を
牛
方
達
は
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
「
塩
の
道
」
と
呼
び
、

宝
暦
八
年
（
一
七
丘
八
）
、
大
槌
通
橋
野
村
の
林
宗
炉
六
柑
牧
庵
鞭
牛
（
．
じ
一

0
1

か
っ
た
。

往
還
で
あ
る
。

「
此
処
大
難
所
贄

芙

濃

部

作

右

衛

門

殿

し

ヽ

し
カ

11 



I 

ぃじ～，
 
ー I'~ 努

木

第

1
表

計
rli ... 

J
 
ー、ヽ Ill 

， 

―-、

I 

,,;, 
'' 

|

_

t

又ー J 口

古
古
街
追
図
巻

/・ 
11 

に
い

一
八
里
半

. I 

f
I
.
I
.
J
;
_
i
`
-
"
u
l
.^
"

E

?
＇い

..'.,1ー
仕
虻
肘
川
ー
廿

1
1
f

閉

街
道
の
里
程

_J_ 

▲▲. 

I
q
9
 

L
 

ー

9

)

 

ト
r

、
卜
—

(
I
L
1
,
1
 

.-

.. 
P
 

-．

i

l

l

l

 

.. 
j.‘

：

ー

t
＇t
'
いし

F'’
し
こ

(

、

i
i
)
後

JtJ.

＂，f
l
l
1
1
1
似
t
，
紅
＇
陥
）
の
）
‘
ゅ
ー

~
 

L
 

・

^

 

ー。

I~=-1 

1E_. J
P
'
m
 

“
‘
.
¥
 

十

じ

t
t
9,4l 

,,,, 9
 

盛 喜
駅領
岡＇, 道
，所 I程

円 ~i ;~; 
r- ,-----→ I~ 二

じ 三！二里＇月
屯 里り！・ 内
下半.,,;程 j-_ 

_J_ 
~ 

ー← '― ― l ― ! --, ---i ----, --, ----,-ー・--,— -~+ +-—+-
＇千川根花騒茂股古 Ill 箱 11I•Jc l"J 1 111 簗盛 '1 封

闊[ iじ l 馬Ii
他釣城市日市帯 1田井石内 Ii i.10 j 代 Iii f,i;] 

， 所・内
, , 1 I , , I , I , ,'1  , 1'1  

区—
、1:..- 「-I川根花 Itr I I箋腹古川 1箱川 .,,_'l"JI川簗 1只

原 ;jt 間

古 1 徳賀j1, 城 ＇1 市!bl 市帯 II廿片石内｝，鳥代 Ill
賦

-1-L +-t-I -1--• ---l _ _j二＋●--L++--+-ニー」
記

-I -I―-I - -ー- I'しII 
八:_0六〇里里，里里里屯 lj!_'lj! 甲用用 l里
r r', r 「]'--I―ムニ九二 I二I-_', :_ -_ :_ I --, へ

ニ八ー「 IJし＇六', -I J J i'LJ', __ I 天
Ii。 I -廿：J, r 「「五 1• r, r I r r 
間 1廿l I四I-, pg O , Ti ! 丘I'1JILi - !!-'. 

八五九間 0 0 , 0 四程年
I I I柑l 廿,9 r.』 I I閉 1閉 1廿l間-

~-一~- □ 1 I・-I 7―1丁一
1 T1--t-———­

桐l
茂 1腹 ，1 古 Ill1 箱 Ill'f'- l"J 川簗御 1 城

｛ド城＇馬/{ ,, 

i叶iI帯田井石 1内 II i i, 1,!& 代 IllIド ヨ
: I I p/「＇）

I''1,  I I f; 
I I I I' 区．古

ぷ｛茂腹 l古川箱川ギ門川簗 街
iじ 間 I迅

日市帯： ftl 井石内 Ii ,! り代 I11 I Cメl

血

1 1 i I I 1 一］一i~ 丁,~,~
じヒ 1 七七―~'- fi -'--曇- ljl_'幕

I 0 丘丘 0 Ji_ 11 /j_ 末
用里里里里里里里屯用甲和

・期

I I - j -J -- I 

~ 

11 

,

r

|

l

 

I
-
．
k
l
.
l
i
l
-
:
 

じ
ー
：
．
＂
＇
ツ
ー
元
ー

、
）

:
_
~
▲

O
▲

~
f
\
、
ー
・
▲

r
 

/JLIll
こ
九

r:I
Q
間）

、,,,,, 
'' 
I-
11 

••• .
 
I
I
 

ー

茂

rli
そ
し
て
叡
旱
11
だ
け
と
い
う
途

遠
で
あ
っ
て
、
駅
所
も
簗
川
・
門
馬

こ
の
時
代
の
往
還
は
第

1
図
|
の
往

の
盛
岡
城
下
か
ら
窮
古
ま
で
の
里
程
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八
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道
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告

ま

た

］

ー

旧

．
＾
・
旧

几

領
内
往
還
の
四
十
九
町
一
里
制

十
四
間

川
行
程
凡
二
十
四
里
四
町

自
鍛
冶
街
一
里
塚
東
至
簗

之
往
還
駅
路
也

間
是
赴
宮
古
縣
海
辺
一
條

略

御
城
ド
正
東
カ

者
本
朝
之
道
法
也
。
1

ぷ
々
…
…
llJ

故
今
以
四
卜
几
町
之
判
乃

111
舎
路
六
町
．
用
面
芯
り
未
竹
倣
之
□

尼
以
肝
ぃ
ハ
町
厄
．
屯

数
以
四
卜
．． 

町
乃
．
用
ぃ
或
因
地
且
几
卜
町
為
．
用
甘
ハ
況
区
用
定
法
未
如
其
詐
也
。
足

賞
相
伝
南
罪
月
域
之
用
よ

f
他，
11
往
古
因
じ
ん
、
数
以
四
卜
几
町
応
．
用
＂
又
、
因
パ
じ

12 



る
じ
屯
地
点
に
一
里
塚
が
位
閥
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。

な
お
、
宮
古
街
道
に
つ
い
て
は
陪
利
こ
八
年
丘
月
：
八
日
付
二
級
国
道
(
:
o
八

・
h
k
m
)

と
な
り
、
同
一
．．
 
八
年
四
月

/rl
付
一
級
国
道
に
昇
格
、
同
四

0
年
四
月
ム
日
付
．
般
国
道
一
〇

六
号
線
に
設
定
告
示
さ
れ
た
。
昭
和
二
二
．
．
二
年
の
ア
イ
オ
ン
・
カ
サ
リ
ン
台
風
被
害
に
よ
る

鍛
冶

r尼
標
か
ら
測
情
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、
用
程
は
小
迅
大
町
．
屯
制
に
よ

フ
ナ
ト
向
鍛
冶
．
j
ヨ
リ

・i_JL.,11
四
卜
間
」

と
あ
っ
て

こ
の
、
9

呂
古
祈
道
も
明
確
に

（
府
卜
県
立
図
じ
口
館
本
）
に
よ
る
と
宮
ト
11
往
還
第
．
沿

11
の
-
屯
塚
に
つ
い
て

•
Y

、翁

ー・・↓・

「

1
、

I
L
_
b
 

里
程
は
す
へ
て
布
地
点
の
こ
と
で
あ
る
。

就
中
、
宮
占
街
逍
に
つ
い
て
、
「
宮
古
伯
迅
図
巻
」

ら
の
測
定
で
あ
っ
て
、
道
中
晶
な
ど
の
注
記
に
「
盛
岡
」
或
は

「
御
城
下
」

と
呼
称
さ
れ
る

正
保
四
年
茸
E

卜

「
南
部
領
道
程
記
」
星
川
正
甫
著
「
盛
岡
砂

f
」

で
も
鍛
冶
＾
J
元
標
か

の
一
里
塚
元
標
か
ら
計
測
さ
れ
た

一
概
に

つ
い
て
は
急
峻
な
る
山
間
部
の
道
程
に
は
便
宜
的
に
増
滅
し
た
里
程
か
あ
っ
て
、

里
程
に

係
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
区
間
此
離
は
が
定
用
法
で
あ
る
。

-

f

i

.

I

t

1

こ

.，

1t‘'ー

J
 

す
く
な
く

t
、
,9-1,f、
)
I

「
宜
古
由
来
記
」
に
「
寛
永
卜
八
年
、
従
森
岡
被
仰
付
候
に
付
而
は
、

相
改
、
七
里
塚
築
立
申
候
様
に
被
仰
付
候
。
依
之
、
小
元
助
兵
衛
・
船
越
新
左
衛
門
両

人
、
三
閉
伊
道
法
相
改
、
四
拾
弐
丁
を
壱
里
と
定
め
、
七
里
詰
の
塚
を
築
立
申
候
。
窮

古
御
水
主
丁
の
橋
の
左
右
に
槻
木
、

と
あ
る
。
従
っ
て
、

寛
永
二
十
年
に
植
」

今
次
の
現
地
翡
在
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
だ
1

里
塚
の
所
在
位
殴
の
関

定
法
通
り
で
な
い
点
か
判
明
し
た
。
従
っ
て
通
称
は
七
里
塚
と
は
云
う
も
の
の
、

は
七
里
塚
と
極
め
付
け
る
こ
と
は
不
適
当
と
考
え
ら
れ
る
点
が
あ
る
。

ご
閉
伊
の
逍
法

さ
て
、
宮
古
街
道
は
現
在
の
盛
岡
市
鈍
屋
町
地
内
で
県
道
盛
岡
・
遠
野
線
（
遠
野
街
追
）

か
ら
分
岐
す
る
が
、
宮
古
街
道
の
里
程
の
起
点
は
具
州
道
中
筋
の
盛
岡
城
下
鍛
冶
町
所
在

（
「
奥
州
道
中
歴
史
の
道
」
関
査
報
告
書
、
県
文
化
財
謁

査
報
告
第

36
集
県
教
育
委
員
会
昭

53)
こ
と
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
て 小
本
助
兵
衛

「
宮
古
由
未
心
」
（
南
部
叢
内
第
:
冊
所
収

中
僅
か
に
：
点
宿
駅
に
過
ぎ
な
い
3

に
よ
れ
は
、
旧
道
往
還
に
つ

大
倉
峠
一
弔
塚
＿
簗

111
ヒ
ー
1
二
三
ー
こ
字
大

（
＾
店
）
倉
地
内

高
畑
.
里
塚
川
目
：
ニ
ー
＿
―

|
1
-
地
内
一
佐
々
木
繁
蔵

q.t・

（
人
）

-
1
1
1
林
、
雑
木
林
の
中
に
所
在
す
る
。
．
部
崩
れ
た
郊
分
も
あ
る
か
比
軟

ー
し
的
良
好
な
状
態
に
保
五
げ
さ
れ
て
い
る
。

特
に
繁
Ill
ー
引
塚
‘
.
h
1
1
．
用
塚
の
．
岱
回
所
は
、

．． 

JJ
両
力
と
も
完
令

＂
木
．

f

犬

し‘
、
(

.，h
灯

f

ィ
、
，

な
形
で
の
こ
っ
て
い
る
。

且
路
標
識
と
し
て
の
．
用
塚
の
遺
仔
例
は
極
め
て
少
な
い
貫

in
な
文

化
遺
所
で
あ
る
。
特
に
向
古
街
道
＾
用
塚
に
つ
い
て
ば
、
県
教
育
委
員
会

「麻
9

史
の
道
」
晶
査
の
結
果
に
よ
っ
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
盛
岡
市
内
浙
介

指
定
の
理
由
の
．
用
塚
だ
け
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
、
他
は
間
発
行
分
に
よ
）
て
令
湘

破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

盛
岡
市
内
所
在
の
[
里
塚
に
つ
い
て
ヽ
緊
急
に
保
存
指
定
を
す
る
必
要

ー
が
あ
る
こ

l
i
|
l
 

盛
価
叶
11ー

^• 
几

II

J

日
）
：
こ
ー

,t 

曽簗
利南北川名
一日 -—.' 
ー＾—-塚塚二 'H I 
基里 基塚＇称
-±尿-りjlj
- - -

簗簗簗
Ill 111111 
六ー一
I I I 
四—~JILJ

〇二 I
地地五
内内地
内

山
口

継
吟

盛
岡
市
簗
川
パ
五
八

同

右

t
"
L
 

ーt
↑
 

史

亦u
 

所

在

地

．
 

,
J
|
＇

|

＇

ー

'

’

所

打

者

氏

名

＿

所

有

者

住

所

・
・
一
ー

•
9
9
9
,
|
|

＇

-

―

 

―

―

 

能

谷

吉

夫

盛

岡

市

簗

111
ム
ー
一
二
八

川
村
保
人
一
盛
岡
市
簗

III
パ
ー
四
じ
ー

右

同

第

2
表

盛
閻
市

ー
叫
念
物

（
史
跡
）
文
化
財
指
定
閾
ド
ロ

六
町
；
恨
制
に
よ
る
じ
弔
塚
の
IL

以
潰
，
叫

11
で
明
ら
か
で
あ
る
。

二
の
；
屯
塚
の
所
在
し
た

,9
呂
古
街
道
の
路
程
標
と
し
て
の
一
里
塚
は
前
褐
宮
古
由
木
心
に
よ
っ
て
寛
永
こ
十
年
、

三、

災
古
復
興
に
伴
な
う
困
道
の
全
面
改
修
の
直
帖
事
業
か
陪
和
四
一
年
か
ら
f
i
:〖
一
年
度
ま
で
実
施

さ
れ
て
面

1
1
を
．
祈
し
て
旧
道
は
廃
さ
れ
た

Q

こ
の
~
ト
に
伴
な
い
宜
古
街
道
は
改
廃
滅
失
し

た
箇
所
が
多
い

一
里
塚
・
道
の
幅
員

13 
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盛岡市教育委員会闊査責料による。

！ 

塚 塚 南 北 両 両 塚 立
植 幅 塚 塚 塚 塚 の 地 塚
栽
南

裾 頂
形 ー久オ

樹 高 高 下 部
木
北
さ さ 内 距 状 件
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軸
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圃
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/ii 
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i 塚
， ！ 

I 

）
こ
。

グ

t
風
被
害
に
遭
遇
し
た
り
、
ま
た
明
治
卜
年
以
後
に
お
け
る
県
道
祈
宮
古
街
道
の
整
備
ト

り
、
再
：
一
に
わ
た
る
叫
川
の
氾
濫
、
特
に
昭
和
ト
・
＿
年
ア
イ
オ
ン
・
カ
サ
リ
ン
台

こ
の
一
市
↓
↓
村
内
の
．
里
塚
に
つ
い
て
は
狭
溢
な
閉
伊
川
筋
に
出
米
た
宮
古
街
道
で
あ

不
詳
の
理
由
は
道
路
工

ii並
び
に
漿
地
開
発
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

第

3
表

向
畑
一
里
塚
・
簗
川
一
里
塚
規
模
比
較
表

塚
に
つ
い
て
は

へIInl
の
凋
査
で
は
全
く
そ
の
残
存
塚
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

僅
か
に

曽
利
田
一
里
塚
（
南
塚
）

一
基

大
倉
峠
一
里
塚
（
東
塚
）

一
基

こ
。t
 

（
南
塚
・
北
塚

二
基
（
一
対
）

八
木
田
一
里
塚
（
南
側
塚
）

は
僅
か
に

で
あ
る
。

一
甚

位
潰
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
著
し
く
原
状
が
改
変
さ
れ
て
滅
失
し
た
一
里
塚
が
多
く
、
所

地
名
と
し
て
「
塚
ノ
恨
」
・
「
塚
ノ
八
」
な
ど
字
名
で
；
屯
塚
と
の
関
連
を
知
る
場
所
も

あ
る
が
、
現
地
踏
査
で
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
場
所
が
多
い
。
傍
証
責
料
と
し
て
~
戸
時

代
の
窮
古
通
代
宜
所
及
び
上
川
通
代
官
所
管
内
絵
図
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け

今
次
調
査
に
よ
っ
て
宮
古
街
道
筋
十
五
箇
所
の
中
、

高
畑
一
里
塚

そ
の
位
渥
が
確
認
出
来
た
一
里
塚

2
表
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

以

K
の
一
里
塚
の
う
ち
、
街
道
両
側
一
対
で
二
基
と
も
完
形
で
残
存
し
て
い
る
高
畑
一

里
塚
と
簗
川
一
里
塚
の
規
模
を
対
比
し
て
み
る
と
第

3
表
の
通
り
と
な
る
。

こ
の
表
の
結
果
、
奥
州
道
中
筋
に
所
在
す
る
一
里
塚
の
規
模
よ
り
も
一
廻
り
小
さ
く
（
北

在
地
が
明
確
で
な
い
箇
所
が
あ
る
。

報
告
書
第
四
六
集
、
岩
手
県
教
育
委
員
会
）

上
市
成
田
所
在
一
里
塚
例
）
、
鹿
角
街
道
の
一
里
塚
規
模
（
「
鹿
角
街
道
」
県
文
化
財
調
査

の
事
例
よ
り
比
較
的
大
ぎ
い
こ
と
が
わ
か
っ

ま
だ
、
川
井
村
・
新
里
村
及
び
宮
古
市
の
一
市
―
一
村
内
に
お
け
る
宮
古
街
道
筋
の
―
里

^

1

、。
1

1

箇
所
の
地
点
で
こ
の
付
近
が
一
里
塚
の
遺
跡
と
し
て
案
内
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

業
に
は
じ
ま
っ
て
昭
和
五
十
二
年
度
に
完
成
し
た
国
道
一
〇
六
口
り
線
整
備
改
良
工
ト
の
過

程
に
お
い
て
全
く
滅
失
し
た
も
の
と
い
う
。
こ
れ
は
歴
史
の
道
湖
査
員
の
各
位
か
ら
報
告

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
街
道
筋
の
道
標
・
追
分
碑
、
ま
た
鞭
牛

和
尚
の
道
供
養
碑
な
ど
記
念
物
も
各
地
で
流
失
し
て
所
在
の
判
明
し
な
い
物
件
も
若
干
あ

な
お
宮
古
水
主
町
（
現
本
町
）
に
所
在
す
る
古
古
元
標
一
里
塚
は
浜
街
道
と
一
致
し
、

元
禄
五
年
書
上
「
御
町
屋
舗
表
口
L

改
帳
（
伊
香
家
文
書
）
に
よ
っ
て
、
御
水
主
町
橋
詰

の
御
伝
馬
屋
敷
で
あ
る
作
之
尉
屋
敷
と
、
向
側
同
三
五
郎
方
屋
敷
内
に
一
対
所
在
し
た
こ

岡
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。
盛
岡
市

「
史
跡
」
文
化
財
指
定
調
代
に
よ
る
と
、
前
掲
（
第

以
上
、
盛
岡
市
内
所
作
の

q

屯
塚
が
確
認
出
来
だ
。
昭
和
丘
卜
仕
年
卜
．
月

111
付
で
盛

簗
川
一
里
塚

（
南
塚
・
北
塚

1
一
店
（
一
対

14 



(11新
宮
古
街
道
・
現
国
道
一
〇
六
号
線

宮
古
街
道
田
代
村
ヨ
リ
来
リ
平
津
戸
村
二
通
ス

幅
平
均
四
間

門
馬
村
）

長
戴
里
三
拾
―
二
町
壱
拾
壱
間

一
ノ
渡
橋

四
間
三
尺

壱

間

上

造

閉
伊
川

宮
古
街
道
東
中
野
村
ヨ
リ
来
リ
簗
川
村
二
通
ス

柳

渡

橋

四

間

二

尺

壱

間

七

造

閉

伊

川

（
川
目
村
）

黒

成

橋

四

間

四

尺

壱

間

士

造

閉

伊

III

幅
平
均
壱
間
．
二
尺

橋

名

（長

輻
）
（
構
造

,IJ

— 

ー

I

I

 

亥
(
 ．．
 

;＂‘‘、

{
I

長
凡
壱
里
こ
卜
六
町
壱
拾
零
間

幅
平
均
三
間

盛
岡
道

川
目
村
ヨ
リ
来
リ
同
村
二
通
ス

長
q

一
里
「
一
卜
五
町
二
拾
じ
間

新
庄
村

宮
古
街
道
岩
手
郡
簗
川
村
ヨ
リ
米
リ
本
郡
門
馬
村
二
通
ス

長
凡
町
五
十
零
間

幅
平
均
壱
間

田
代
村

ス

百
目
木
橋

二^

間

三

尺

土

造

簗
川

八
木
田
道

（
ふ
・
旧
宮
古
街
道
は
砂
溜
で
分
岐
し
、
八
木
田
道
が
”
旧
道
“
と
な
る
）

村
ノ
東
部
（
川
目
村
）
字
砂
溜
ニ
テ
宮
古
街
道
ヨ
リ
分
岐
シ
川
目
村
二
通

古
屋
敷
橋

三
間

一

間

土

造

簗

川

役
屋
橋

五
間

一

間

土

造

簗

川

長
凡
三
拾
五
町
五
拾
八
間
。
幅

(11道
巾

11以
下
同
じ
）
平
均
―
二
間

桂

橋

・
日

j

――＿晶

一
間

t
造

簗

川

宮
古
街
道

長
凡
壱
拾
雰
町
四
拾
四
間
。
平
均
道
幅
四
間
（
江
、
御
城
ド
筋
の
往
来
）

村
ノ
西
南
字
詑
屋
町
ニ
テ
函
舘
街
道
ヨ
リ
分
岐
シ
川
目
村
二
通
ス

二
枚
橋

三
間
四
尺

二
間

t
造

簗

川

古
清
橋

五
間

1

間

士

造

窃ぷ

Ill

釜
石
街
道

村
ノ
中
央
字
鈍
屋
町
ニ
テ
函
舘
街
道
ヨ
リ
分
岐
シ
束
安
庭
村
二
通
ス

（

橋

名

（長

•Em. 
(IP 

構
造

亥
り
llIII名

(
 ．．．． 

"
‘
、

‘
(
I

束
中
野
村

幅
平
均
じ
ぽ
間

理
係
明
治
ト
一
年
稿
本
）
に
よ
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

宮
古
街
道
川
日
村
ヨ
リ
米
リ
閉
伊
郡
川
代
村
二
通
人
。
長
●
里
雰
四
町
じ
宮
拾
八
間
。

街
道
の
幅
員
に
つ
い
て
明
確
に
記
述
し
た
資
料
は
未
見
で
あ
る
。
従
っ
て
傍
証
資
料
で

は
あ
る
が
、
幕
末
と
殆
ん
ど
変
弟
の
な
い
道
路
管
理
下
に
あ
っ
た
明
治
初
期
（
同
九
年
）

の
訓
査
資
料
で
あ
る
「
岩

f
県
管
轄
地
誌
」
岩
手
郡
及
び
閉
伊
郡
道
路
之
項
（
岩

f
県
地

（
簗
川
村

（
ー
旧
宮
古
街
道
）

村
ニ
テ
ハ
八
木
田
道
卜
云
フ

J

の
一
里
塚
が
撤
去
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
塚
上
に
捲
木
（
東
塚
）
、
榎
樹
（
西
塚
）
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

長
凡
六
町
四
拾
零
間
。
輻
平
均
三
尺
、
字
二
反
田
ニ
テ
又
該
村
ヨ
リ
来
り

東
中
野
村
二
通
ス
。
長
凡
二
拾
雰
町
戴
拾
八
間
。
幅
平
均
三
尺
。
東
中
野

ス

盛
岡
道
数
条
ノ
細
逍
、
村
ノ
束
字
，
灼
畑
二
蒐
リ

條
ノ
本
道
ト
ナ
リ
祈
庄
村
二
通
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長
し
ピ
用
客
：
•
-
町
じ
ピ
拾
八
間
。

輻
平
均
閂
尺

旧
宮
古
街
逍
二
係
ル
＇
渡
船
じ
豆
艘

宮
古
街
道
川
井
村
ヨ
リ
来
リ
腹
帯
村
二
通
ス

田

鎮

度

本

村

南

閉

伊

川

字

羽

里

坊

ニ

ア

リ

古
田
村

長
弐
町
壱
拾
零
間
。

幅
弐
間

字
中
川
井
ニ
テ
大
槌
街
道
ヲ
分
岐
ス

（
几
繋
村
二
通
ス
幅
平
均
：
．．
 

尺

旧
宮
古
街
道
川
鎖
村
ヨ
リ
未
リ
村
ノ
南
'
[
む
判
県
坊
ニ
テ
窮
古
化
逍
二
合
ス

.. 

‘
 

.~, 

•A1. 

川

ふ
｀
じ
、

Hlle
ピー＇

l
―

一

ー

、

オ

.，＂.'．

J
ー，＼
L

`

 

ー

,
1ー

1
,

ふ
り
、
！
ー
）

長
．
．
．
拾
じ
こ
町
四
拾
丈
＂
間
。

.,ll.'•1 

.. 
：
l
 ... l
¥
 

I
I
 
ーー

ー
ー
ー
，

ふ川、

I

ー

！

.,＇

.
!
I
t
-

'
,
1
k士
、
（

9
9
1
,
1
、
)

’
 

片
凩
村
ヨ
リ
未
リ
古
川
村
二
通
人

]＇，ートーレ？
II-

日

IiLー
ヨ
リ
未
リ
＇
げ
＇
ぃ
ト

11
村
二
通
ス

,9
ー・ー
t
ー、）

k
ー
ー
j
_

＇

（
川
片
村

(
f徳
村

長
戴
拾
五
町
五
拾
一
間
。
幅
平
均
四
尺

長
弐
拾
ご
町
壱
拾
苓
間
。

輻
平
均
二
間
二
尺

宜
古
街
道
箱
石
村
ヨ
リ
来
リ
字
橋
場
二
ぷ
土
テ
同
村
二
通
ス

宮
占
街
道
老
木
村
ヨ
リ
未
リ
千
徳
村
二
通
ス

（
片
巣
村

l
<
i
J
 

r
'
L
↑
 

ー4↑
 

ふ
‘
9

人
1
1
:^
：
ー

~
U
,
^
1
1
足
"
m川
゜

ー

ト

1
I
l
l
"＞
才
ハ
．
ー

•91.'

.
J•Ll\ 

h
|
1
,

；
 

hμ
、

i
l
J

K
じP
町
．
こ
拾
丈
＂
間

輻じ
C
間

宮
古
街
道
鈴
久
名
村
ヨ
リ
米
リ
片
県
村
二
通
ス

旧
宮
古
街
道
字
が
鞍
前
ニ
テ
窮
古
街
逍
ヨ
リ
分
岐
ン
老
木
村
二
通
ス

箱
石
村

長
弐
拾
壱
町
弐
拾
九
間
。

輻
平
均
壱
間
壱
尺

長
三
拾
壱
町
壱
拾
八
間
。
幅
平
均
四
尺

宮
古
街
道
船
日
村
ヨ
リ
来
リ
老
木
村
二
入
リ
再
ピ
本
村
二
未
リ
恨
市
村
二
通
ス

,9
呂
古
街
道
夏
屋
村
ヨ
リ
米

1
箱
石
村
二
通
ス

花
原
市
村

（
鈴
久
名
村

長
じ
℃
用
苓
九
町
弐
拾
：
間
。

輻
中
均
じ
ピ
間
弐
尺

長
爪
拾
四
町
戒
拾
八
間
。

輻

f
均
四
尺

窮
古
街
道
茂
市
村
ヨ
リ
木
リ
花
原
市
村
二
通
ス

宮
古
街
逍
川
内
村
ヨ
リ
来
リ
鈴
久
名
村
二
通
ス

悩
目
村

（
夏
屋
村

刈
屋
逍

、
9

呂
古
街
道

平
車
戸
村
ヨ

1
来
IJ
夏
屋
村
二
通
ス

長
弐
里
壱
拾
零
町
戴
拾
八
間
。
幅
平
均
四
尺

村
ノ
中
央
日
向
ニ
テ
宮
古
街
道
ヨ
リ
分
岐
シ
刈
屋
村
二
通
ス
。
幅
平
均
五

尺
。
＇
芦
古
道
卜
云
フ

長
壱
里
戴
拾
六
町
三
拾
苓
間
。
輻
平
均

li
尺

ー

］

J

(IIIA
木

宮
古
街
道
腹
幣
村
ヨ
リ
木
リ
バ
位

11村
二
通
ス

乏
と
札
＾
ゞ
1
"
\、

I
f
f
し
、
用
~
。

l
、
1

づ

J
u
各
ノ
ー

;
•
1

▲

,
L
J
‘、

,'J 

＇ 

•EH 

I

I

 

血
、

I

J

（
茂
市
村

宮
古
街
道
門
馬
村
ヨ
リ
来
リ
川
内
村
二
通
ス

長
じ
ピ
用
し
百
拾
じ
ピ
町
．
~
ト
」
ハ
間
。

.̂'

14J•LI\ 

J
 

品
T
ー
！
＇
ー

肌
ヽ

L
_
t

中
津
戸
村

宮
古
街
逍
古
田
村
ヨ
リ
末
リ
茂
市
村
二
通
ス

長
壱
里
雰
じ
町
天
＂
九
間
。

幅
平
均
五
尺

腹
閤
村
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窄
ぃ
古
花
原
市
村
付
近
で
は
一
間
一
尺
と
な
る
。
そ
し
て
閉
伊
川
下
流
の
平
飢
地
宮
古
近

在
に
お
い
て
は
じ
め
て
1

乃
乃
ぷ
土
三
間
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。

所
の
連
統
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

時
の
様
，

r
か
伺
え
る
建
造
物
か
残
っ
て
い
る
c

従
っ
て
、
町
柏
両
側
に
は
店
先
こ
そ
近
代
的
に
改
装
さ
れ
た
家
か
多
い
が
未
だ
充
分
に
往

こ
の
地
域
は
天
保
九
年
と
明
治
卜
じ
年
の
盛
岡
大
火
の
場
合
に
も
累
焼
を
免
れ
た
町
で

治
屋
な
ど
問
屋
を
は
じ
め
雑
多
な
業
種
が
軒
を
他
べ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

雑
穀
屋
を
は
じ
め
酒
造
屋
・
椛
屋
・
荒
物
雑
貨
屋
・
五
十
隼
肴
屋
、

そ
し
て
牛
鳥
宿
や
鍛

か
ら
仙
台
方
面
へ
至
る
も
の
で
あ
る
。

，
 

L
L
1
 

‘.9 

宮
古
村
ヨ
リ
来
リ
字
和
兄
ヲ
経
テ
・
9

呂
古
村
二
通
シ

長
五
町
雰
壱
間
。
幅
―
ご
間

長
―
―
町
町
三
拾
八
間
。
輻
，
こ
間

再
ピ
字
八
幡
前
二
血
山

11
村
ヨ
リ
米
リ
字
同
所
ニ
テ
千
徳
村
二
通
ス

長
壱
町
。
幅
三
間
。
山
口
村
ニ
テ
宮
古
街
道
卜
云

字
黒
川
ニ
テ
盛
岡
街
道
ヨ
リ
分
岐
シ
山

rl
村
二
通
ス

長
壱
拾
一
・
一
町
。
幅
平
均
壱
間

磯
鶏
村
ヨ
リ
来
リ
浦
鍬
ケ
崎
村
二
通
ス

字
向
町
ニ
テ
小
山
田
道
字
本
町
ニ
テ
浦
鍬
ケ
崎
道
字
横
町
ニ
テ
盛
岡
街
道

こ
の
よ
う
に
、
盛
岡
城
ド
は
ほ
ぼ
四
間
幅
、
終
点
の
宮
古
町
の
主
道
は
輻
0

「
間
、

は
四
間
幅
と
、
盛
岡
城
下
の
場
合
と
殆
ん
ど
一
致
す
る
道
路
幅
員
で
あ
る
。
盛
岡
か
ら
郊

外
に
出
て
旧
道
に
入
っ
て
か
ら
は
、
八
木
田
道
は
平
均
壱
間
！
ー
ニ
尺
幅
。
簗
川
筋
で
平
均

一
間
幅
と
な
る
。

区
界
峠
の
平
坦
地
で
は
三
間
輻
、
平
ボ
戸
筋
で
平
均
五
尺
。
川
井
村
片
巣
か
ら
古
田
駅
・

茂
市
に
か
け
て
は
平
均
四
尺
乃
至
五
尺
幅
。
最
大
難
所
の
大
倉
峠
付
近
及
び
川
井
村
筋
で

は
大
半
は
三
乃
至
四
尺
幅
と
あ
っ
て
道
路
の
幅
員
は
狭
小
な
箇
所
が
多
く
、
如
何
に
も
難

（
詑
屋

T
で
宮
古
街
道
を
分
岐
す
る
）

出
入
口
で
改
番
所
と
し
て
最
も
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
具
州
道
中
は
こ
の
惣
門
を
出
て
約

八
〇
米
程
で
右
折
し
川
原

T
に
出
る
。
そ
し
て
北
上
川
に
架
る
舟
橋
を
経
て
南
ド
し
花
巻

こ
の
川
原

T
口
で
遠
野
及
び
宮
古
街
道
が
同
一
路
線
で
奥
州
道
中
か
ら
分
岐
し
て
水
主

丁
・
詑
屋
丁
に
入
り
遠
野
街
道
と
な
る
。
水
主
町
は
北
上
川
水
運
の
水
主
屋
敷
町
で
詑
屋

rは
城
卜
の
街
道
出
入
口
に
発
達
し
た
商
店
街
、
そ
し
て
職
人
の
町
で
あ
っ
た
。
特
に
米

と
、
こ
の
：
・
-
ル
ー
ト
は
す
べ
て
城
ド
新
穀

r惣
門
を
経
て
郊
外
に
出
る
。
惣
門
は
城
下
の

ヲ
分
岐
ス

宜

古

街

道

鍛

冶

rか
ら
詑
屋

r間

長
訳
拾
三
町
壱
拾
四
間
。
幅
四
間

遠

野

街

道

鍛

冶

rか
ら
詑
唄

r間

浜
街
道

（
川
匝
r

角
で
遠
野
•
宮
古
街
道
を
分
岐
す
る

拠

州

道

中

鍛

冶

rか
ら
川
原

r間

岩
泉
道

即
ち
だ
ど
る
こ
と
に
な
る
。

ル
ー
ト
は
腿
州
街
道
筋
で
あ
っ
て
、
宮
古
街
追
に
関
し
て
は
詞
＾
路
線
を
左
心
の
よ
う
に

所
は
鍛
冶
r

（
現
在
盛
岡
巾
紺
圧
町
九
番
．
q
•
1
1
.
1

じ
番
付
近
）
で
あ
っ
た
~
本
未
こ
の

宮
古
村
）

盛
岡
街
道
字
横
町
ニ
テ
浜
街
道
ヨ
IJ
分
岐
シ
山
口
村
二
通
ス

宮
古
街
道

J
l
寸

(
1
1
1
f
 

盛
岡
城
卜
に
お
け
る
Ir]
継
所
並
ひ
に
領
内
議
街
道
の
用
程
．．
 
几
標
が
JL

ば
直
さ
れ
て
い
た
場

ヽ

盛

岡

市

四、

沿
道
の
現
状
と
保
存
状
況
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あ
り
進
す
れ
ば
江
戸
時
代
後
期
に
開
発
さ
れ
た
新
宮
占
街
道
筋

現
国
道

io六
ぃ
万
線
卜
）
で

る
。
（
こ
の
改
修
の
様
子
は

は
峡
あ
い
な
渓
谷
、
段
崖
統
き
で
大
難
所
が
非
常
に
多
く
開
発
は
不
能
と
さ
れ
て
い
た
ル

部
落
に
行
く
小
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
川
日
湘
落
か
ら
奥
の
簗
川
筋

程
進
ん
で
川
目
字
砂
傭
了
八
地
削
六
一
二
番
地
点
で
市
道
八
木
田
線
の
十
字
路
に
出
る
。
直

こ
れ
か
ら
街
道
は
国
道
の
北
側
河
岸
段
丘
沿
い
に
併
行
す
る
よ
う
に
東
へ
約

ミ
0
m

で
、
道
路
か
左
折
分
岐
し
て
い
る
。
こ
の
場
所
か
本
報
告
で
述
べ
る
窮
古
街
道
の
分
岐
起

点
で
あ
る
。
「
岩
手
県
管
轄
地
誌
・
岩
手
郡
第
一
巻
道
路
之
項
」
前
記
の
と
お
り

街
道
は
こ
の
道
巾
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
鍛
冶

r
l詑
屋

r間
に
つ
い
て
は
「
歴

史
の
道
調
査
報
告
第

64
集
大
槌
・
釜
石
街
道
」
（
岩
手
県
教
育
委
員
会
・
昭
和
五
五
）
に

街
道
は
こ
の
通
称
下
町
（
現
大
慈
寺
町
）
•
上
小
路
（
現
茶
畑
二
r

目
・
中
野
一

H
)
の
足
軽
組
丁
を
経
て
現
国
道
一
〇
六
砂
線
と
交
差
（
中
野
：
j
目

2
8
1
1
0
¥
1
6
及
び

同
一
丁
目

2
9
1
3
3
地
点
）
し
て
い
る
。

舵
屋
町
下
町
・
ト
小
路
の
足
軽
組

rの
建
物
は
改
築
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

ま
た
上
小
路
は
遠
野
街
道
筋
の
舵
屋
町
と
同
様
に
閉
伊
力
面
と
の
物
資
交
流
の
窓
Ll
と
し

て
塩
問
屋
、
五
卜
集
問
屋
、
雑
貨
・
米
雑
穀
、
柾
・
木
炭
な
ど
の
林
産
物
を
取
扱
う
商
家

が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
現
状
は
開
発
に
よ
っ
て
往
時
の
町
並
は
改
変
さ
れ

こ
の
交
差
点
で
街
道
は
左
折
し
て
八
木
田
線
上
の
山
道
を
東
進
す
れ
ば
旧
宮
占
街

道
と
な
る
。
本
稿
で
は
こ
の
ル
ー
ト
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
交
差
点
の
東
隅
字
砂
溜
三
九
番
地
に
道
標
と
供
養
碑
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
、
文
化
四

年
正
月
吉
日
記
銘
庚
申
塔
及
び
弘
化
二
年
二
月
十
六
日
記
銘
南
無
阿
弥
陀
仏
供
養
碑
直
椋

1
1
J
)
 

(
l
i
 
み
ち
」
「

ti
ハ
み
や
こ
（
窮
古
）
み
ち
」
と
あ
っ
て
、
右
側
の
道
筋
は
即
ち

て
面
影
は
失
な
わ
れ
た
。

二
丁

よ
ら
れ
た
い
。

宮
古
街
道
長
四
里
雰
九
町
ご
拾
雰
間
。
幅
廣
虜
四
間
、
狭
虜
壱
間
。

鈍
国
J
に
通
称
卜
文
字
と
い
う

r字
路
が
あ
る
。

こ
こ
は
詑
屈

r六
番
一
―
-

1

り
け
の
地
点

四
段
枠
井
利
用
を
す
る
習
慣
が
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
今
も
残
っ
て
い
る
。

舵
屋

rの
な
か
程
に
大
慈
消
水
の
湧
泉
が
あ
り
町
内
共

HIll
水
で
飲
用
か
ら
洸
濯
ま
で

（
付
叫
鍛
冶

r
•

新
穀
r

間
に
つ
い
て
は
「
槌
州
追
中
」
「
鹿
角
街
迅
」
肝
史
の
逍
訓
査

報
1
1
1
I
t
り
に
ー
心
載
済
で
本
稿
で
は
省
略
す

o
k
ー
心
を
参
間
さ
れ
た
い
こ

は、

9

呂
占
街
道
の
開
発
を
知
る
記
録
銘
と
し
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
ぃ

0

庚
申叫
床
定
令

序
納
火
並
傾
ら
妙
共
汰

g
a人
供
ふ

i
I
l
士
3

日
拘
州
神
、
ア
郡

牧
野
村
又
↓

？
戸
直
峠
い

左
み
ぐ
こ
み
ち

一こ之

4-

二
反
ttl

う
七

i

嵯
州
広
烏lo
粘

外

紋

川
El
村
滋
中
＇

東
中
粁
村
は
中

加
茂
、
山
石
叔

拓

田

庄

ぷ

袖
名
易
肴
淑

吋

籾

ゑ

八

博

弥

成

1
の
庚
中
塔
、
文
化
四
年
(
-
八

0
f
i
)
正
月
吉
日
建
立
の
こ
の
供
養
碑
に
、
「
右
ハ
か

文
政
ぃ
ハ
年
（
．
八
こ
こ
）
以
降
、
宮
古
新
道
か
間
慇
整
備
さ
れ
る
ま
で
は
、
途
中
の
川
目

ー
ト
で
あ
っ
た
。
文
政
六
年
藤
田
武
兵
衛
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
だ
こ
の
宮
古
新
道
の
路
線

は
そ
れ
以
後
も
天
保
年
中
、
安
政
年
中
と
再
二
に
わ
た
っ
て
改
良
整
備
さ
れ
た
形
跡
が
あ

「
宮
古
街
道
図
巻
」
二
種
・
岩
手
県
立
図
書
館
本
、

「
宮
古
街

は
め

2
 

高

中火
厚

現
政

210cm 

I 62cm 
35 cm 

ー

も
か
己
め

文

仕

四

丁

卯

年

奉
納
犬
條
妙
典
日
本
翌
累
反
伶

,；

a
 

r
/
 

高
ヤ人
厚

現
最

260cm 

I Z 0cm 
9 5 cm 
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以
庁
J

無
不
相
成
中
候
」

壱
里
塚
栃
戊
ノ
麓
ノ
下

(11簗
川
＾
里
塚

ト
中
埃
印
大
坂
有
之

、
キ
リ
通
行
大
倉
峠

本
道
仕
度
格
別
街
道
筋
ヨ
ロ
シ

「
朱
筋
川
目
通
行
無
之

橋
数
ケ
所
即
比
］
乗
ア
ヤ
ウ
ク
朱
筋

八
木
田
一
里
塚
の
東
塚
は
半
壊
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
。
西
塚
は
塚
の
上
が
堀
り
取
ら

れ
基
部
が
僅
か
に
確
認
出
来
る
状
態
で
残
っ
て
い
る
。
八
木
田
部
落
か
ら
高
畑
、
大
倉
峠

の
両
．
一
里
塚
と
も
完
形
で
一
対
づ
、
残
っ
て
い
る
。
盛
岡
市
で
文
化
財
指
定
を
行
な
い
保

護
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
前
掲
し
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

こ
の
区
間
の
街
道
は
比
較
的
良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
。
大
倉
峠
の
一
里
塚
か
ら
東

へ
は
急
し
ゅ
ん
な
坂
が
続
き
、
街
道
筋
で
は
有
数
の
難
所
で
あ
っ
て
、
「
宮
古
街
道
図
巻
」

（
前
褐
）
付
箋
に

ョ
ロ
シ
カ
ラ
ス
朱
筋
山
卜
畑
卜
街
道

1
度

貨
逍
伯
迅
流
沈
大
石
介
之
歩
行

簗
川
駅
，
日
1

心
東
田
代
行
程
凡
卜
六
里
こ
町

之
人
馬
之
安
者
也

向
lfn
街
道
旱
乾
間
新
道
請
通
行

山
典
畑
朱
筋
簗
川

F
橋
国
境
迄

（
ふ
「
前
掲
藤
田
家
文
書
」
川
目
村
栃
明
沢

大
石
等
街
道
流
入
通
行
労
煩
故

壱
里
塚
宇
曽
沢
ー
上
鼓
石

口
境
迄
□

道
黄
筋
街
道
虜
々
小
橋

（
注
「
籐
田
武
兵
衛
家
文
北
日
」
で
は
一
里
塚
所
在
地
を
川
目
村
前
ケ
嶺
と
あ
る
）

里
塚
の
区
間
の
道
筋
に
つ
い
て

壱

里

塚

フ

ナ

ト

向

鍛

冶

rョ
リ
―

-f九
百
四
卜
間

仲
々
の
悪
路
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
前
褐
「
宮
古
街
道
図
巻
」

に
は
こ
の
簗
川
か
ら
簗
川

付
箋

な
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
付
近
は
簗
川
の
流
れ
に
添
っ
て
岸
辺
を
上
流
へ
進
む
が

平
也
然
所
ダ
わ
砕
場
所

一
里
塚

（
市
指
定
文
化
財
一
が
あ
る
か
南
塚
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
v

北
側
の
塚
は
農
地
と

朱
筋
有
大
倉
嶺
山
東
枯
阻
除
羊
腸
之
坂
路
也
。

故
従
簗
川
片
行
人
労
煩
以
貨
筋
厄
街
道
。

こ
の
先
は
、
新
窮
古
街
道
と
詞
1

路
線
と
な
っ
て
唸
川
駅
ま
で
続
く
、
途
中
に
曽
利

I

い
て

往
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
C

一
里
塚
も
建
罹
さ
れ
て
本
道
と
し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

因
に
「
宮
古
街
道
図
巻
」
（
前
掲
県
立
図
内
館
本
）
に
こ
の
サ
ダ
マ
リ

（
砂
儲

に
つ

道
出
来
栄
之
図
」
太
田
家
文
書
に
注
記
付
造
し
て
示
さ
れ
て
い
る
）
。

上
記
の
図
巻
に
は
、

ち
は
奥
筋
も
整
備
さ
れ
て
新
宮
古
街
道
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
新
ル
ー
ト
に
は
明
ら
か
に

と
、
簗
川
水
戊
口
の
祈
宮
古
街
道
と
の
合
致
点
ま
で
の
様
＋
を
こ
の
よ
う
に
よ
し
て
い
る
。

こ
の
大
倉
峠
ド
の
大
倉
勇
家
（
簗
川
じ
地
割
四
四
番
）
は
通
称
「
餅
唱
」
と
呼
ば
れ
て
、

往
来
す
る
人
々
の
休
み
茶
屋
或
は
宿
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
云
い
伝
え
て
い
る
。
家
屋
も

こ
れ
が
、

2
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
弘
化
こ
年
(
-
八
四
五
）

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

に
「
右
ハ
み
や
こ
し
ん
み
ち
」
、
「
左
ハ
み
や
こ
み
ち
」
と
あ
っ
て
、
従
未
の
川
目
部
落
み

f
沢
奔
小
邑
自
是
本
還

r乙
部
駅
」

1
一
月
十
大
日
付
に
は
叫
確

多
統
雙
Jjill
間
狭
溢
最
後
恨
邑
砂

本
報
告
書
の
街
道
を
「
旧
道
」
と
記
し
て
あ
る
。

曲
折
渡
か
右
傍
流
往
未
故
虜
々
小
桃

「
此
地
従
大
弁
婿
降
否
行

K
川
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こ
の
先
の
街
道
筋
に
は
南
部
の
曲
り
家
も
点
々
残
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
往
米
の
仮
宿
を

兼
ね
た
家
も
あ
る
。
熊
谷
古
夫
宅
（
簗
川
一
地
刈
こ
八
番
）
は
通
称
「
餅
屋
」
と
称
し
た

と
い
う
。
こ
の
地
力
で
は
休
み
屋
を
餅
屋
と
呼
ん
だ
よ
う
だ
。

簗
川
ー
用
塚
は
完
全
な
形
状
で
両
塚
一
対
共
残
っ
て
い
る
（
市
指
定
文
化
財
）
。

近
か
ら
区
界
ま
で
は
街
道
の
保
存
状
態
も
良
い
。
急
峻
な
澤
目
筋
の
登
り
道
で
あ
る
。

環ぷ 127cm 
最欠ヤ 66cれ

（花尚岩）

現高 124cれ
般火中 80cm 
(J_, Jo) 

こ
の
付

謁
出
来
な
か
っ
た
。
前
文
の
通
り

こ
の
付
近
は
閉
伊
川
水
源
の
湿
地
帯
で
排
水
か
悪
く

キ
為
街
道
」

と
あ
る
。

現
地
圧
砂
夫
石
家
裏
側
を
踏
査
し
だ
か
道
筋
も
一
弔
塚
遺
構
も
確

前
褐

「
宮
古
街
道
図
巻
」

に
よ
る
と
、
「
シ
ャ
リ
伍

ヒ
こ
用
塚
去
石
ノ
家
ノ
後
、
材
木
鋪

本
街
逍
は
閉
伊
川
筋
に
沿
っ
て
く
だ
る
別
ル
ー
ト
で
あ
る
。

L
t
i
一
里
塚
に
つ
い
て

国
鉄
山
田
線
の
区
芥
釈
の
構
内
西
詰
と
併
行
し
て
走
る
国
道
一

0
大
り
り
線
の
防
苫
ト
ン

ネ
ル
出
口
の
場
所
で
街
道
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
先
、
街
道
は
川
井
村
区
界
付
近
か
ら
門
馬
口
ま
で
は
農
地
造
成
及
び
国
道
．

O
六

号
線
工
事
に
よ
っ
て
旧
状
を
失
な
い
ル
ー
ト
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
の
場
所
か
ら
霊
山
「
兜
明
神
岳

(
1
0
0
五
m
)
」
を
眼
前
に
眺
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
周
域
の
田
代
付
近
は
太
平
洋
に
そ
そ
ぐ
閉
伊
川
の
水
源
地
帯
で
あ
る
。
区
界
ス
キ

ー
場
と
し
て
有
名
な
場
所
で
あ
る
が
、
一
方
、
盛
岡
市
少
年
自
然
の
家
も
設
潰
さ
れ
る
な
ど
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
悲
地
と
し
て
間
発
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
戦
後
、
多
く

の
入
植
者
に
よ
っ
て
酪
農
・
農
地
間
拓
が
大
規
模
に
行
な
わ
れ
た
場
所
で
、
原
状
は
著
し

川
代
地
内
で
、
心
山
古
街
道
か
ら
分
岐
す
る
＇
，
呂
占
祈
道
が
あ
っ
た
。
弥
五
郎
沢
頭
か
ら
松

芦
十
沢
を
経
、
刈
圧
の
長
松
頭
か
ら
猿
舞
山
、

そ
し
て
堀
谷
之
成
に
下
る
。
そ
こ
か
ら
更
に

さ
れ
た
祈
街
道
（
几
．
｝
•
藤
川
家
文
桂
口
、
岩
f

県
史
近
旧
編
・
交
通
編
）

で
あ
る
。

日
の
下
川
虹
に
逹
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

こ
れ
が
文
政
六
年
藤
田
武
兵
衛
に
よ
っ
て
聞
発

刈
犀
川
西
岸
を
下
刈
吊
に
出
て
翡
取
山
北
側
を
迂
皿
し
て
飛
八
川
沿
い
に
ド
り
最
後
は
悩

左

上

溶
l

店
宅
も
古
消

寛
延
四
午

犀

庚

申

屎

養

三
月
セ

8

山

蓄
[

も
宮
5
道

寛
政
十
二
年
＇

奉

庚

申

供

餐

申

尺

月

九

日

左

く
変
っ
て
い
る
。

郷
崇
敬
の
社
で
あ
↓
て
墨
刷
り
絵
男
を
配
布
し
て
い
る
。

街
道
筋
北
側
に
閉
伊
七
社
の

つ
兜
明
神
社
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

蒼
前
信
仰
に
よ
る
近

で
あ
る
。
こ
の
場
所
に
左
記
の
道
標
が
あ
る
。

る
。
こ
の
登
り
つ
め
た
場
所
が
J
l
l
井
村
境
で
あ
る
。

飛
鯰
道
は
嘉
倉
沢
を
経
て
区
芥
に
咽
る
文
政
パ
年
藤
川
武
兵
衛
開
発
に
よ
る
祈
＇
呂
古
街
道

旧
道
の
幅
員
約
一
ー

五

m
ほ
ど
で
良
く
残
っ
て
お
り

忽
峻
な
登
り
道
か
続
い
て
い

と
あ
る
。
こ
の
区
間
の
道
筋
は
旧
道
、
新
道
と
も
比
較
的
良
く
残
っ
て
い
る
。
簗
川
駅

所
跡
は
開
田
に
よ
っ
て
形
跡
も
な
い
。

飛
自
911
で
本
道
と
左

rの
飛
島
に
至
る
道
を
分
岐
す
る
。
直
進
路
は
旧
本
道
で
、
井
手

硲
川
ー
用
塚
地
点
か
ら
凡
そ

二

、

川

井

村

:三

1
0
0
m
 
川
井
村
境
ま
で
は
唸
川
ふ
谷
に
冶
っ
て

20 
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1
―
-r‘
盛
岡
よ
り
宮
古
江
行
時
休
、
此
所
（
平
津
戸
）
馬
継
。
向
占
な
帰
之
節
は
門
男
迄

通
し
」
と
あ
る
。

平
津
戸
か
ら
先
き
燒
貞
木
一
里
塚
跡
迄
の
間
に
大
峠
難
所
が
あ
る
。
前
掲
「
宮
古
街
道

図
巻
」
注
止
に
よ
る
と
「
朱
筋
（
旧
道
）
．
二
十
年
前
大
峠
通
行
、
ド
道
無
之
鳥
無
不
難
相
成

難
所
」
と
駄
馬
往
来
の
不
能
と
す
る
難
所
で
あ
っ
た
。
今
回
は
踏
育
出
来
な
か
っ
た
が
旧

川
内
か
ら
下
川
井
間
は
殆
ん
ど
国
道
一
〇
六
号
線
卜
を
通
っ
て
い
る
た
め
旧
道
の
形
跡

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
川
内
・
箱
石
・
川
井
の
馬
継
所
の
所
在
し
た
部
落
も
近
代

前
掲
「
道
中
品
」
に
よ
れ
ば
、
「
川
内
往
米
は
榊
山
よ
り
七
里
遠
し
。
大
難
所
大
風
雪
無

之
節
は
榊
山
道
よ
り
」

と
あ
る
。
川
沿
い
街
道
の
不
便
さ
を
伝
え
て
い
る
。

閉
伊
川
が
大
き
く
迂
皿
す
る
災
岩
の
崎
は
大
難
所
で
宝
暦
八
年
鞭
牛
和
尚
に
よ
っ
て
こ

の
崎
の
山
中
腹
に
新
道
が
開
拓
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
道
供
養
碑
が
あ
っ
た
。

む
吋
八
宙
年
＇
川
叶
村
十
も
エ
門

遺
灰
尻
橋
叶
杯
拿
人
せ

四

月

八

u

人
足
朽
2

村
中

的
な
町
並
と
な
っ
て
面
影
は
全
く
失
な
わ
れ
て
い
る
。

平
津
戸
駅
所
脇
の
壱
里
塚
は
堂
ノ
前
に
あ
る
と
前
掲

只
呂
古
街
道
図
巻
」

に
よ
れ
ば
、
「
門
鳥
よ
り
半
ボ
／
／
迄
:
主

佐
々
木
家
の
直
家
も
村
肝
入
家
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

に
注
記
さ
れ

茂

rli字
廻
立
地
内
に
西
［
順
礼
塔
、
文
化
：
こ
一
年
：
．．
 
月
卜
日
、
頻
‘
L
1
山
崎
市
れ
衛
門

こ
こ
ま
で
の
区
間
は
街
道
の
形
跡
は
失
な
わ
れ
て
い
る
。

保
仔
さ
れ
て
い
る
。

内
か
ら
卜
こ
曲
り
山
越
え
逍
で
上
の
台
を
通
る
旧
道
は
良
く
残
っ
て
い
る
。

の
古
田
か
ら
水
神
経
由
の
国
道
一
〇
六
号
線
卜
の
道
筋
は
全
く
不
詳
で
あ
っ
た
。

修
官
の
場
合
に
移
設
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
と
い
う
。

町
場
部
落
を
過
ぎ
て
正
面
に
山
城
跡
（
「
腹
帯
館
」
と
い
う
）
が
哨
ま
れ
る
。
こ
の
台
地

の
山
麓
を
街
道
が
迂
回
し
て
い
る
が
、
か
っ
て
は
こ
の
場
所
に
腹
帯
一
里
塚
が
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
が
道
路
丁
巾
で
撤
上
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
付
近
に
応
永
一
．
一
年
記
銘
の

占
碑
（
祈
里
村
教
育
委
員
会
資
料
に
よ
る
）

田
工
事
に
よ
っ
て
約

'
0
0
m
程
南
の
方
に
移
設
さ
れ
て
い
た
。

る
た
め
、

明
治
期
の
道
路
改
良
拡
張
工
事
に
よ
っ
て
原
状
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
腹
帯
の
佐
々
木
占
隆
家
（
大
字
腹
帯
一
地
割
一

fi)

状
の
街
道
筋
は
残
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

て
い
る
が
現
状
で
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

文
化
五
年
改
t
り上

「
道
中
記
」

箪
者
蔵
本

は
旧
腹
帯
村
肝
人
家
で
屋

敷
（
若

f
改
修
さ
れ
て
い
る
）
が
残
っ
て
い
る
。
判
家
に
は
街
道
普
請
関
係
の
占
文
書
か

囚
地
地
内
に
道
供
養
碑
か
あ
る
。
昭
和
二
じ
年
頃
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。

街
道
は
こ
れ
か
ら
先
、
東
方
の
大
渕
付
近
か
ら
災
地
・
廻
立
間
は
閉
伊
川
に
沿
っ
て
あ

悲
が
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
こ
の
碑
は
間

町
場
は
ず
れ
に
あ
る
八
幡
社
前
に
は
古
碑
か
相
門
数
建
閥
さ
れ
て
い
る
。

腹
帯
町
場
は
今
も
江
戸
時
代
の
宿
場
の
面
影
か
町
並
に
残
っ
て
い
る
。

二

、

祈

里

村

は
残
っ
て
い
る
。

門
馬
口
の
11
ト
池
峯
山
登
山
口
の
旧
道
は
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
門
鳥
l
"卜
池
峯
別
廿

松
草
で
分
岐
す
る
松
草

IR筋
の
街
道
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
川
を
経
て
岩
泉
Jj
面
に
い
た

る
北
卜
山
地
を
縦
断
す
る
道
筋
と
し
て
屯
要
な
道
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
を
分
岐
す
る
松
草

付
近
の
旧
道
は
国
道
一
〇
六
砂
線
か
ら
外
れ
て
い
て
良
く
残
っ
て
い
る
。

占
田
駅
所
跡
は
令
く
不
明
で
あ
る
。
古
Ill
か
ら
祈
弔
村
腹
常
間
は
難
所
で
、
特
に
西
家
・

三
ソ
石
の
閉
伊
川
狭
窄
部
の
往
来
は
難
か
し
く
北
側
の
山
頂
を
越
え
る
。
道
中
記
に
よ
れ

ば
「
十
二
曲
り
」
と
呼
ば
れ
る
別
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
区
間
の
旧
道

員
会
な
ど
の

f
で
現
地
に
保
存
措
漑
が
講
ぜ
ら
れ
た
。

材
木
を
敷
き
つ
め
、
道
と
し
た
と
い
う
理
由
が
理
解
出
来
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
部
道
路
改

Ill
井
村
占
田
地

ア
イ
オ
ン
台
風
の
被
害
に
あ
っ
て
一
時
は
放
潰
さ
れ
て
い
だ
か
、
最
近
川
井
村
教
育
委

^
J
j
、
祈
道
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合
流
す
る
落
合
に
ひ
ら
け
た
町
で
あ
る
。
通
称
町
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

こ
の
地
に

0
五
Ii
線
が
閉
伊
川
に
沿
っ
て
続
い
て
い
る
。

旧
宮
占
街
道
は
こ
の
国
道
に
一
致
し
ま

国
鉄
山
田
線
茂
市
駅
は
岩
泉
線
の
分
岐
駅
で
あ
る
。

こ
の
付
近
は
刈
屋
川
か
閉
伊
川
と

廻
立
地
内
に
は
若

f
な
が
ら
旧
道
が
残
っ
て
い
る
。

つ
い
て
は
記
銘
が
な
く
一
方
の
本
道
筋
だ
け
を
記
録
し
た
珍
ら
し
い
道
標
で
あ
る
。
こ
の

残
っ
て
い
る
。

「

ii
ハ
も
り
お
か
」

と
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
左
側
は
作
場
に
全
る
小
迅
か
あ
る
か
こ
れ
に

途
中
、

r度
中
頃
に

「
茶
厨
場
」

と
い
う
往
米
の
人
馬
が
憩
っ
た
休
憩
所
跡
の

f
坦
地
が

と
記
銘
の
供
養
碑
が
あ
っ
て
、
碑
高
八
六

em
ほ
と
の
小
さ
な
碑
だ
が
道
椋
に
な
っ
て
い
て

以
上
に
亘
っ
て
旧
道
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

道
輻
約

五
1
-
m
程
の
輻
員
で

山
を
迂
阿
す
る
往
還
で
あ
っ
だ
。

t
月

十
'

8

道
侠
養
林
京
太
世

宝

暦

八

考

只

打

千

高
一
恰
后

現

石

石

8 1 cm 

50cm 

J3cm 

プ
□

月
七

a
a

前ハ

わ
ハ
ミ
ゃ
こ

兌
政
十
二
年
＇

モ

庚

申

塔

1

茂
市
打
連
中
ヵ

然IR
申
九
月
告
日左
ハ
加
り
や
・
ミ
ら

遁

止へ/
1
 

文

政

大

未

年養

椛
主茂
中
村

高

恰

厚

現

石

ん

7 6 cm 
40cm 

33cm 

は
新
里
村
役
場
を
は
じ
め
主
な
施
設
が
あ
り
村
の
中
心
的
位
骰
で
、
岩
泉
方
面
へ
の
ル
ー

ト
起
点
で
も
あ
り
商
工
産
業
も
盛
ん
で
、
新
里
村
資
料
館
も
こ
こ
に
あ
る
。

宮
古
街
道
は
現
在
の
閉
伊
川
の
落
合
か
ら
約
四

0
0
m
ほ
ど
上
流
に
橋
が
あ
っ
て
、
こ

の
茂
市
橋
を
わ
た
っ
た
地
点
字
日
向
の
丁
字
路
に
道
標
か
あ
っ
た
。

こ
の
刈
屋
み
ち
は
和
井
内
、
押
角
を
経
て
岩
泉
ガ
面
に
伸
び
る
、
E
要
道
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
上
流
約
二
、

0
0
0
m
ほ
ど
の
下
刈
犀
に
は
文
政
六
年
藤
田
武
兵
衛
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
新
街
道
が
あ
っ
て
こ
の
ル
ー
ト
は
残
っ
て
い
る
。
東
側
の
山
合
い
を
経
由
し
高
取

さ
て
、
茂
市
橋
を
渡
っ
て
日
向
の
道
標
を
過
ぎ
大
長
恨
丘
陵
の
中
腹
部
を
約
七

0
0
m
 

こ
の
先
き
字
大
平
の
通
称
熊
の
穴
地
域
か
ら
齢
目
口
ま
で
は
閉
伊
川
が
発
達
し
た
状
態

で
山
に
せ
ま
り
、
断
崖
を
構
成
さ
せ
、

か
ろ
う
じ
て
へ
ば
り
つ
く
よ
う
な
状
態
で
国
道
＾

に）

高
恰
厚

現
石
石

。

I 1 6cm 

6 6cm 

3 0cm 

さ
J
 

9
,
 
，＇ 

1

・
ヽ

m
~

_~/

C 

最
大
幅
六
六
Cm

ほ
ど
の
庚
巾
塔
で
あ
る
。

碑
文
は
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又
、
新
里
村
地
内
の
街
逍
に
所
在
し
た
馬
継
所
跡
・

報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
里
塚
遺
跡
に
つ
い
て
は
今
皿
の

こ
の
点
新
里
村
側
で
は
未
確
認
で
あ
る
。

か
叫
心
さ
れ
て
い
る
い

l!il 
ち

几

Ii／
佼
間
の
文
政
期
旦
降
は
古
木
の
根
城
ー
と
木
ー
川
飢

前
か
ら
沢
山
道
及
び
そ
の
南
側
の
尾
根
伝
い
の
「
西
街
道
」
と
地
元
民
が
称
し
て
い
る
道
筋

の
北
側
（
左
洋
）
に
ル
ー
ト
か
あ
っ
て
、
ド
川
肌
花
肌
市
間
に
は
華
厳
院
前
の
字
草
鞍

な
お
宮
古
市
教
育
委
員
会
の
凋
査
に
よ
れ
ば
、
閉
伊
川
沿
い
の
難
所
を
避
け
て
花
原

di

地
内
華
厳
院
前
か
ら
新
里
村
下
川
原
に
達
す
る
山
を
迂
回
す
る
ル
ー
ト
が
あ
る
旨
、
調
査

‘
‘
.
l
,
J
 

，ー
J
3

力
、
廿
す

r
l
e

ー
・
「
＇
•
ー

9ー
ト
ー
析
翌n-
h
来
ふ
ぷ
と
刈
―

,
9
1

，
ヽ
ー
、
）
＇
’
—

「

'
’
,
1

ど
II
一
刈
巻
」

、9
1
,
1

、
)
_
’

J

ー

し

、

J
f
ー

に
よ
，
て
ー
J

る

と

け

HII

高
さ
約
―

m
、
幅

O・
五
四

m
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。

ト
に
つ
い
て
は
神
々
の
い
恨
か
あ
っ
て
判
妍
出
木
兼
ね
た
。

K
も
藩
の
公
式
な
駅
所
定

11

a
 

文
政
八
年

L
面

ー
コウ

道

屎

役

塔

両

村

t
;
n七
0

日

花

翌

ド
る
道
筋
も
あ
っ
た
と
殴
古
さ
れ
て
い
る
。

以
卜
の
よ
う
に
中
ー
該
区
間
の
街
道
の
本
ル
ー

現高

石↑品

；；；厚

こ

1
1
|
t
こ

1

エ
ト
犬
ー
も
百
小

Ii川、

ま

t
ー

t
l
1
1
よ
才

1
1
,
i
{
I
ー

1

そ
れ
に
花
肌

rli川
似
と
恨
城
館
ド
の
川
崩

9 8 cm. 

54cm 

25cm 

佳

こ

H

笏，
Ir
こ、
E
A
J
さ
し
て
ー
る
。

を
内
内
れ
t
J
1
ドー、ヽ
／
．．．．
 
＂
オ
一
し

刈
迅
の
変
化
に
よ
っ
て
街
追
が
改
変
さ
れ
た
証
し

く、
．．．
 

I
 

安
‘
り
り

11
.^

I

、

9,rミ
ー

、

じ

」

・

ー

、

i
ー
・
ー
、
、
］
．．．． 
＜
ゞ

4

ー
、
．
I

．^ー一岱リ

ヽ

.
j
 

上
上

1

,f、
)
A
1

入
~
ー
し
、
」
'
!
1

ム
ヌ
こ
よ
る
と
｛
，
ー

4
1
|

＇
ー4

こ
ー
、
ら
力

K

、,＇
,
l
i

ー'、
1
.
＂'，
X
小

_
_
 ,
1

／
ー
）
）
I

I

I

j

た
山
の
中
腹
を
厳
し
い
崖
端
を
細
々
と
続
い
て
い
だ
ら
し
く
い
か
に
難
所
で
あ
っ
た
か
明

林
宗
六
枇

碑
高

0
・
七
五

m
で
あ
る
。
村
教
育
委
員
会
で
は
環
境
を
整
備
し
て
保
存
措
謹
を
講
じ
て

艤
目
駅
所
の
付
近
は
旧
道
が
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
村
肝
人
家
も
判
明
し
た
が
、
火
災
・

F
川
原
と
宮
古
市
花
原
市
間
は
字
大
平
態
ノ
穴
付
近
と
伺
様
断
崖
状
で
難
所
で
あ
っ
た
。

現
在
国
道
一
〇
六
号
線
、
国
鉄
山
田
線
が
閉
伊
川
に
沿
っ
て
設
罹
さ
れ
て
い
る
が
こ
の

F
川
原
作
見
内
沢
は
宮
古

rli境
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
道
供
養
碑
が
建
っ
て
い
る
。

状
部
落
に
至
り
、
更
に
進
ん
で
根
城
館
山
の
中
腹
を
閉
伊
川
沿
い
に
下
り
老
木
部
落
に
到

こ
の
こ
と
は
宮
古
代
官
所
絵
図
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
か
、
現
在
の
刈
川
放
輻
は

約――

1
0
0
m
、
内
水
流
部
分
は
二

0
1
三

0
m
で
、
現
地
踏
査
の
結
果
で
は
度
び
重
な
る
洪

度
ご
と
に
改
修
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
実
線
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

で
あ
ろ
う
。

に
至
る
渡
歩
連
絡
の
道
筋
が
あ
る
。

ま
た
牛
伏
ー
恨
城
川
岸
間
閉
伊

111
の
南
岸
づ
た
い
に

で

は

悩

目

恨

城

川

鎖

そ

し

て

閉

伊

111
を
歩
っ
て
千
徳
に
ぷ
七
る
の
か
本
ル
ー
ト
で
あ
る

水
に
よ
る
刈
直
の
変
動

流
域
の
変
化
か
激
し
い
場
所
で
、
従
っ
て
陸
路
・
水
路
も
そ
の

間
の
旧
街
道
は
全
く
消
滅
し
て
い
る
。

達
す
る
の
が
宮
古
街
道
の
本
道
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

水
害
に
遇
っ
て
惜
し
い
こ
と
に
原
状
を
失
っ
て
い
る
。

地
内
で
閉
伊
川
を
南
州
に

（
↑
伏
渡
し
場
と
い
う

渡
ル
し
て
中
川
つ
だ
い
に
宮
古
市
ー

い
る
。

こ
と
は
前
述
し
だ
。

川
村
忠
博
氏

（
宮
古
市
史
編
岱
委
員

[
：
よ
れ
ば

こ
l
'
1
.. 
し

1
、
|
i
‘

1
1

ー

'
.
j

ャ
k

_

1

L
↑

ー

！

h

「
宝
暦
八
年

道
供
養

．1
 

．．． 

ー

1

}

ー」

文
面
は

ら
約
二
十

m
ほ
ど
上
の
崖
端
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

ら
か
で
あ
る
。

こ
の
熊
の
穴
地
点
に
は
宝
暦
八
年
鞭
牛
和
尚
建
立
の
供
養
碑
が
現
国
道
か

祈
恨
村
．
卜
川
恥
と
官
古
市
化
原
市
間
の
閉
げ

111
北
州
沿
い
の
ル
ー
ト
は
帷
所
で
あ
っ
だ

四

、

宮

古

市

調
査
で
は
全
く
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

23 



米
、
い
仰
の
道
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
ご
ろ
で
あ
る
。

宮
古
街
道
は
い
よ
い
よ
宮
古
市
街
地
に
人
る
。
舘
合
地
内
で
現
在
国
道
一
〇
六
砂
線
と

一
致
し
て
再
び
分
岐
し
、
街
道
は
北
卜
し
て
和
見
地
内
で
山

DIIl
を
わ
っ
て
、
整
備
さ
れ

長
恨
与
門
前
の
道
は
霊
場
里
森
権
現
社
（
現
黒
森
神
社
）
に
ぷ
ヒ
る
参
道
で
あ
る
が
占

て
い
る
。

内
に
所
在
し
た
。

塚
頂
部
に
捲
木
が
あ
っ
た
と
品
さ
れ
て
い
る
。
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（
現
向
町
パ
丸
松
靴
店
大
ド
沖
冶
宅
）
間

11
九
間
の
御
伝
仕
ー
犀
敷

こ
．
札
ぶ
が
あ
り

1
1
_
O
L
_，
 

こ
の
内
塚
の
頂
罪
に
は
槻
木
が
柏
枚
さ
れ
て
い
た
。

東
塚
は
詞
じ
く

詰
の
両
側
、
作
之
尉
庄
放
（
現
向
町
じ
じ
番
坂
庄
商
店
地
点
）
、
間

11
ト
じ
間
の
伝
鳥
屋
放

に
よ
る
と
、

本
町
通
か
ら
南
進
し
て
山

rl
川
に
架
さ
れ
た
御
水
、
じ
町
橋
を
渡
り
、

こ
の
橋

跡
（
宮
占
市
指
定
史
跡

は
良
く
保
護
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
南
麓
に
ふ
っ
て
道
筋
が
残
）

前
褐
の
厄
緑
几
年

「
御
町
厨
敷
表

11
改
帆
」

に
そ
の
所
在
地
か
明
，
止
さ
れ
て
い
る
。

｀
 
‘
 れ

ど
れ
る
か
他
は
余
り
残
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
中
椛
閲
伊
氏
の
、
L
城
で
あ
っ
た

r徳
館

道
の
起
点

そ
し
て

巫
街
追
．
巾
塚

Jetl見
か
こ
の
御
水
、
卜
町
所
介
の

用
塚
で
あ
る
。

千
徳
地
内
は
宮
古
市
の
ベ
ノ
ド
タ
ウ
ン
化
に
よ
っ
て
都
市
化
が
進
み
、
宅
地
造
成
な
と

っ
て
今
は
移
転
し
て
人
家
の
な
い
老
木
宿
駅
跡
に
は
道
筋
が
残
っ
て
い
る
。
道
幅
は
約
五

m‘

街
道
両
側
に
屋
敷
地
割
の
跡
が
読
み
と
れ
る
状
態
で
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
。

老
木
二
：
・
-
地
割
．
四
番
地
内
梅
沢
義
男
宅
は
古
米
牛
伏
茶
屋
と
呼
ば
れ
て
、
旅
人
特
に

各
地
馬
市
往
来
の
人
々
の
溜
り
場
で
あ
っ
だ
と
伝
え
て
い
る
。
洪
水
被
害
で
現
在
は
移
転

老
木
部
落
か
ら
長
沢
に
至
る
道
を
分
岐
し
て
本
道
は
山
越
え
道
で
田
鎖
に
至
る
。
こ
の

山
越
え
ル
ー
ト
約
一
・
ニ
畑
の
区
間
は
非
常
に
良
く
原
状
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
山
道
の

途
中
、
左
手
奥
に
は
閉
伊
七
社
の
―
つ
で
、
も
と
老
木
明
神
と
称
し
た
閉
伊
頼
基
の
臣
、

広
沢
平
馬
函
忠
連
を
祀
り
、
老
木
館
の
館
神
と
す
る
（
田
村
忠
博
氏
資
料
）
田
鎖
神
社
社

殿
が
残
っ
て
い
る
。

聞
発
行
為
で
、
街
道
は
善
勝
寺
前
か
ら
千
徳
の
町
、
宿
駅
制
札
場
跡
の
付
近
の
街
道
は
だ

防
分
団
所
と
な
っ
て
お
り
鍵
形
で
あ
っ
た
筈
の
街
逍
も
直
線
化
さ
れ
繁
華
街
の
中
に
な
っ

黒
田
通
・
新
町
通
を
分
岐
し
本
町
通
丁
字
路
に
達
す
る
。
こ
こ
が
浜
街
道
と
の
合
致
点
で

あ
る
。
こ
の
場
所
は
制
札
場
跡
で
も
あ
る
。
元
禄
五
年
「
御
町
屋
敷
表
口
改
帳
」
（
古
古
伊

野
田
街
道
と
な
る
。
こ
の
横
町
角
の
場
所
で
本
町
通
と
な
っ
て
南
ド
す
る
閉
伊
街
道
は
、

録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
本
町
通
中
程
の
東
側
に
江
戸
後
期
に
お
い
て
三
陸
祉
一
の
版

商
と
い
う
「
東
屋
」

の
屋
敷
が
残
っ
て
い
る
が
他
は
大
半
近
代
化
さ
れ
た
町
並
と
な
っ
て

宮
古
側
か
ら
盛
岡
城
下
へ
の
道
筋
を
「
盛
岡
街
道
」
（
「
ご
閉
伊
路
程
図
」
・
「
宮
古
代
宜

所
管
内
図
」
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
本
）

と
呼
ぶ
。
窮
古
街
道
の
終
点
で
あ
り
、
盛
岡
街

m
前
後
の
道
輻
で
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
。

f
徳
側
川
庁
に
茶
屈
場
の
地
名
が
あ
る
。

,．9
ートー．

H
区
啄
亦

'L、
1
-
1
-
1
.
t
u

111
鉛
湘
落
か
ら
千
徳
に
全
る
閉
伊
川
渡
し
場
跡
は

lll
犀
の
道
筋
か
小
道
と
な
っ
て
約

い
る
。

介
リ
只
3

ヽ

H

リオ

「
御
町
圧
放
表

11
改
帳
」

伊
香
家
文
It
り
に
よ
る
と
両
側
に
卜
九
軒
の
庄
敷
地
が
心

御
水
じ
町
（
現
在
向
町
）
橋
詰
ま
で
約

q
^
1

し
ハm

創
設
中
~
初
の
道
幅
は
丘

一
仕

m

跡
）
は
ほ
ぱ
完
全
な
姿
で
よ
く
残
っ
て
い
る
。

直
進
す
れ
ば
北
浜
街
道
筋
の
常
安
寺
門
前
を
通
っ
て
崎

111

小
本
、
田
老
へ
と
北
閉
伊

街
道
筋
に
所
在
す
る
中
枇
閲
伊
氏
の

t
要
拠
点
で
あ
っ
た
恨
城
館
跡

ふ
ぃ
古
市
指
定
史

香
家
文
仕
ロ

に
よ
れ
ば
九
兵
衛
附
敷
制
札
場
と
あ
る
。
現
在
は
商
店
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
そ
の
跡
は
残
っ
て
い
る
。

こ
の
先
の
街
道
を
横
町
通
り
と
い
う
。

応
禄
五
年
時
で
戸
数
四

0
軒
、
途
中

て
形
跡
は
全
く
な
い
〔
〉

牛
伏
部
落
か
ら
老
木
間
の
街
道
は
前
記
の
と
お
り
余
り
判
然
と
し
な
い
が
、
洪
水
に
よ

神
明
堂
前
舛
形
跡
は
臼
古
町
の
出
人

11
で
あ
る
。

現
在
は
舛
形
上
塁
も
撤
k
一
さ
れ
て
消

利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

現
在
こ
の
道
筋
は
割
合
良
く
残
っ
て
い
る
。

神
明
党
前
舛
形
か
ら
か

IL
戸
時
代
の
向
占
町
に
な
る
c

経
由
の
ル
ー
ト
に
か
わ
っ
て
こ
の
花
原
市
経
由
の
宮
古
街
道
新
ル
ー
ト
が
ヽ
上
要
道
と
し
て

南
側
に

た
新
興
住
宅
街
の
中
を
東
進
し
て
こ
の
平
飢
地
を
横
町
人
口
の
神
明
常
前
に
ぷ
I

る。

こ
の

24 
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屎
勝
地
。
盛
岡
．．． 
卜
：
．．
 
番
札
所
の
じ
番
観
」
酋
祀
地

（
現
介
、
水
，
11
水
年
遷
座
）
。

0
白
滝
1
1
川
日
字
白
滝

中
世
節
跡
。

な
お
館
地
内
に
縄
文
中
後
期
及
び
上
師
期
遺
跡
あ
り
。

0
二
反
田
館
1
1
川
目
仁
反
田

七
日
、
ほ
か
一
基
あ
り
。

南
無
阿
弥
陀
仏
、

11
ハ
み
や
こ
し
ん
み
ち
、
左
ハ
み
や
こ
み
ち

!
{
t
E
_^

-
l
ト

ー
り
イ

/

r

)

山
神
宮
文
政
ト
ニ
生
年
四
月
吉

H

庚
申
・
右
川
目
み
ち
、
左
み
や
こ
道
文
化
四
年
正
月
吉
日

南
無
阿
弥
陀
仏

〇
砂
溜
の
古
碑
・
道
標
1
1
東
山
二

T
目

天
保
十
五
年
一
月
十
七
日

ほ
か
。

観
枇
音
筈
薩

天
保
．
一
生
＇
；
日
月
吉

H

庚
申
文
政
十
一
年
じ
月
吉

H

,,, 

0
上
小
路
口
の
古
碑
1
1
中
野
一

r目
七
ー
一
九

滝
観
音
）

の
堂
宇
が
安
漑
さ
れ
て
い
る
。

る
。
の
ち
現
在
地
に
移
っ
た
。

境
内
に
宮
古
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
滝
の
上
観
音
（
白

施
設
が
設
罹
さ
れ
て
い
る
。

曹
洞
宗
。

＾
大
正
三
年
中
野
村
に
志
和
隙
勝
汗
九
廿
天
室
消
耽
和
尚
間
創
と
伝
え
ら
れ

占
通
代
宜
所
及
び
藩
の
御
蔵
が
あ
っ
た
。

現
在
宮
古

rli役
所
分
庁
舎
及
ひ
中
央
公
民
館
の

0
水
泉
抒
1
1

大
慈
炉
町

御
水
、
［
町
橋
詰
山
口
川
の
ド
流
約
―
―
:
10 m
ほ
ど
の
北
側
の
山

F
高
台
に
御
仮
屋
、
宮

設
さ
れ
た
地
下
水
路
と
な
っ
て
お
り
全
く
形
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。

一
、
盛

岡

市

当
該
地
区
は
現
在
宮
古
市
内
の
中
心
部
商
店
街
で
あ
り
、
開
発
に
よ
っ
て
山
口
川
も
埋

た
。
そ
の
卜
な
も
の
に
つ
い
て
所
在
を
列
出
す
る
。

応
禄
九
年
晶
巾
と
こ
の
文
言
と
は
一
致
す
る
も
の
と
考
え
る
。

養
碑
・
道
標
と
さ
ま
さ
ま
な
供
養
碑
か
あ
っ
た
。

ま
た
由
緒
あ
る
社
仔
堂
宇
か
残
）
て
い

槻
木
寛
、
水
廿
年
に
柏

依
之
小
元
助
兵
衛
・
舟
越
祈
左
衛
門
両
人
．
こ
閉
伊
逍
の
り
相
改
四
拾

弐
J
を
じ
冨
ヒ
と
定
め
じ
里
語
の
塚
を
築
立
中
候
、
宮
占
御
水
、
し
j
の
橋
の
左

11
に

被
仰
付
候
。

一
、
寛
永
十
八
年
従
森
岡
被
仰
付
二
付
ハ
三
閉
伊
の
道
法
相
改
七
里
塚
築
立
申
候
様

こ
の
一
里
塚
に
つ
い
て
は

「
宮
古
由
来
記

（
南
部
叢
苫
第
1

巻
）
に

白
古
街
道
の
沿
道
に
相
中
ー
数
の
歴
史
的
文
化
遺
跡
、
＇
父
通
関
係
の
，
心
念
物
、
特
に
道
洪

五、

沿
道
に
残
る
主
な
文
化
財

25 



南
北
両
塚
一
対
共
完
形
で
残
っ
て
い
る
。
史
跡
盛
岡
市
指
定
文
化
財

0
簗
川
の
一
里
塚
1
1
簗
川
一
地
割
山
林
内

0
道
供
養
1
1
大
字
箱
石
字
岡
村

畑
地
と
な
っ
て
い
る
。

庚

申

塔

慶

応

元

年

0
川
内
館
跡
1
1
大
字
川
内

庚

申

供

養

右

出

古

道

左

山

道

寛

政

卜

1

・
年
六
月
几

ll

宝
暦
八
年

IL
月
卜
仕

H

庚
申
供
養
・
布
宮
古
道

左
山
道
寛
延
四
年
一
＾
一
月
じ

H

0
鞭
牛
和
尚
道
供
養
塔
1
1
大
字
川
内
字
鬼
米
内

0
飛
鳥
口
の
古
碑
・
道
標
1
1
簗
川
一
地
割
飛
島
口

国
道
＾
〇
六
砂
線
で
破
壊
さ
れ
原
状
を
と
ど
め
て
い
な
い
。

ほ
か
一
基

0
燒
巻
一
里
塚
跡
1
1
大
字
川
内

山
上
作
太
夫
（
力

k
)

嘉
、
水
四
年
ヒ
月
二
十
四
日

本
殿
二
間
四
面
、
拝
殿
二
間
五
間
木
造
建
築

庚
中
寛
政
元
年
十
月
八
日

0
門
馬
［
口
ト
池
峰
新
山
神
社
1
1
大
字
門
馬

通
称
判
官
堂
と
呼
ば
れ
る
。
境
内
に
古
碑
が
あ
る
。

三
成
の
生
産
管
理
役
に
あ
た
っ
て
い
た
。

0
ニ
ラ
台
の
古
碑
1
1
深
沢
山
山
麓
ニ
ラ
台
地
内

0
高
畑
の
一
里
塚
1
1
川
目
第
三
地
割
山
林
内

南
北
両
塚
一
対
共
ほ
ぼ
完
形
で
残
っ
て
い
る
。

史
跡
盛
岡
市
指
定
文
化
財

0
大
倉
峠
の
一
里
塚
1
1
簗
川
第
七
地
割
山
林
地
内

東
塚
が
ほ
ぼ
完
形
で
残
っ
て
い
る
。
史
跡
盛
岡
市
指
定
文
化
財

盛
岡
城
下
か
ら
の
第
一
番
目
駅
所
の
宿
駅
が
置
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。
建
物
は
大
正

0
長
洞
神
社
及
び
古
碑
1
1
簗
川
第
四
地
割
字
若
林
一
二
四

十
年
項
火
災
に
あ
い
焼
失
し
現
在
水
田
と
な
っ
て
い
る
。

0
門
馬
別
当
家
1
1
大
字
門
馬

0
簗
川
馬
継
所
跡
1
1
簗
川
字
中
村

南
塚
が
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
状
態
で
残
っ
て
い
る
。

史
跡
盛
岡
市
指
定
文
化
財

去
石
允
占
、
同
消
布
衛
門
宅
裏
、
現
在
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。

0
田
代
山
祇
神
社
1
1
大
字
田
代

社
殿
三
間
四
面
木
造
萱
葺
。
江
戸
期
獅
子
頭
安
永
三
年
在
銘
鰐
口
あ
り
。

4

9

)

 
,＇11
 

l

、.
I

0
上
田
代
官
所
門
馬
御
役
屋
跡
1
1
大
字
門
馬

田
代
小
学
校
門
馬
分
校
所
在
地
（
現
在
廃
校
）
で
、
江
戸
時
代
こ
の
付
近
の
特
産
で

と
く
に
門
馬
柾
な
ど
公
役
の
林
産
物
取
扱
改
役
屋
が
設
閤
さ
れ
て
い
た
。

早
池
蜂
山
開
慶
寺
門
鳴
LJ
別
中
ー
家
で
あ
る
。
同
山
桧
御

lll
守
を
兼
ね
て
、
公
役
桧
柾

大
正
一
五
年
再
建
。

山
城
。
中
世
閉
伊
家
臣
猪
狩
氏
の
屈
館
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
。
現
状
は
山
林
、

〇
曽
利
田
の
一
里
塚
1
1
簗
川
第
六
地
割
四
の
山
林
内

国
道
一
〇
六
号
線
整
備
工
事
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。

0
笠
石
の
一
里
塚
跡
1
1
大
字
門
馬
字
笠
石

0
去
石
の
一
里
塚
跡
ー
大
字
田
代
字
去
石

庚
申
塔
寛
政
九
年
五
月
十
一
日

閉
伊
七
社
の
一
っ
。
蒼
前
絵
馬
が
印
行
さ
れ
て
い
る
。

現
在
道
の
南
側
塚
が
一
部
壊
れ
た
状
態
で
残
っ
て
い
る
。

0
八
木
田
一
里
塚
1
1
新
庄

t
八
木
田
一
八
地
訓
内

〇
兜
神
社
1
1
大
字
田
代
地
内

ヽ

) ii 

井

村
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宝
暦
八
年
十
月
十
日

伊
藤
喜
代
治
家
。

現
在
改
造
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
。

〇
條

H
村
肝
人
屋
敷
跡
1
1

大
字
條
旦
一
地
割
柴
野

林
宗
六
世

宝
暦
八
年
五
月
．
一
日

文
政
七
年
四
月
十
日

ほ
か
に
念
仏
供
養
・
馬
頭
観
世
音
•
水
神
・
山
神
等
江
戸
末
期
の
供
養
塔
あ
り
。

平
山
城
で
形
状
を
良
好
に
保
っ
て
い
る
。
現
状
は
山
林
と
な
っ
て
い
る
。

応
永
三
年
在
銘
、
新
里
村
最
古
の
古
碑
。
宮
古
街
道
筋
に
あ
っ
た
が
、
開
田
の
た
め

約
五

0
m
移
転
し
て
あ
る
。

〇
腹
帯
村
肝
入
屋
敷
1
1

大
字
腹
帯

尾
敷
構
え
は
同
様
式
で
あ
る
が
改
築
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。
宮
古
街
道
普
請
関
係
文

書
そ
の
他
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

〇
茂
市
の
古
碑
1
1
犬
字
茂
市
六
地
割
字
裟
地
平

念
仏
供
養
塔
、
天
保
七
年
八
月
一

H

そ
の
他
数
基
あ
り
、
そ
の
中
に
は
ア
イ
オ
ン
台
風
に
よ
り
流
失
し
た
も
の
、

川
改
修
に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
転
保
存
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

0
鞭
牛
和
尚
道
供
養
1
1

大
字
茂
市
第
六
地
割
字
尖
地
平

ー

ま
た
泊
’

0
道
供
養
碑
1
1

大
字
條
目
一
地
割
大
平

〇
旧
道
及
び
茶
屋
場
跡
1
1

大
字
茂
市

市
村
連
中

0
道
標
1
1

大
字
茂
市
二
地
割

H
向

庚
申
塔
万
延
元
年
秋
吉
且

嘉
永
六
年
三
月
十
六
日

〇
腹
帯
の
古
碑
1
1

大
字
腹
帯
一
地
割
字
館

交
通
史
関
係
文
書
御
入
伝
馬
証
文
及
び
道
橋
普
請
文
土
口
な
ど
が
あ
る
。
洋
保
年
間
。

O
H向
の
古
碑
1
1
大
字
茂
屯
一
地
割
日
向

百
萬
遍
供
養
塔

念
仏
供
養
塔

天
保
五
年
九
月
二
十
八
日

庚
申
塔
、
右
ハ
み
や
こ
、
左
ハ
か
り
や
み
ち
、
前
は
モ
リ
オ
カ

宮
古
街
道
筋
休
屋
跡
で
、
こ
の
付
近
の
往
還
道
筋
の
保
存
は
良
好
で
あ
る
。

金
毘
羅
大
権
現
天
保
五
年
九
月
二
十
八

H

〇
腹
帯
館
跡
1
1

大
字
腹
帯
一
地
割
字
館

金
毘
羅
塔

0
茂

rli家
文
書
1
1

大
字
茂
市
一
ー
地
割
日
向

西
国
順
礼
塔
文
政
三
年
六
月
吉
日

西
国
順
礼
塔
右
ハ
も
り
お
か
文
化
十
二
年
三
月
卜
日

念
仏
塔
文
政
二
年
十
一
月
吉

H

0
道
掠
1
1

大
字
茂
市
五
地
割
廻
，
J
1

0
八
幡
神
社
前
の
古
碑
II

そ
の
他
数
基
が
あ
る
。

三

、

新

里

村

地
蔵
尊
文
政
卜
年
十
月
占

H

橋
野
林
宗
六
世

宝
暦
八
年
四
月
八
日

萬
憲
等
碑

念
弥
陀
仏
供
養
延
享
五
年
八
月
一

H

0
道
供
養
1
1

大
字
川
井
字
下
川
井

0
廻
立
の
古
碑
群
1
1

大
字
茂
市
五
地
割
廻
立

0
川
井
八
幡
神
社
（
川
井
明
神
）

1
1

大
字
川
井

社
殿
三
間
五
間
拝
殿
二
間
四
面
、
閉
伊
七
社
の
一
っ
゜

林
宗
六
世
宝
村
九
年
七
月
一
日

0
道
供
養
1
1
文
政
六
年
一
二
月
吉

H

こ
の
二
基
共
、
道
普
請
及
び
ア
イ
オ
ン
台
風
の
水
害
で
流
失
し
た
が
、
そ
の
後
川
の

中
か
ら
発
見
さ
れ
て
現
在
地
に
祀
ら
れ
た
も
の
。

庚
中
九
月
吉
日
茂
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庚
巾
塔

•
L
:
·
-

＾
ー
＾

•
‘
l

l

-

9

 

-^し^｝
文
ー
/

r

)

'

ー

西
国
剛
礼
塔

文
じ
し
F
ド

ー

村

ー

Iー
）

I
I
1
,
1

さ
れ
た
。

O
老
木
の
古
碑
ー
大
字
老
木
字
老
木

古
碑
は
も
と
牛
伏
部
落
入

1
に
所
在
し
た
か
、
道
路
［
事
で
現
在

11
の
場
所
に
移
転

老
木
部
落
の
鎮
守
。
祭
神
火
産
霊
之
神
（
〗

狗
婁
尊

111
の
里
宮

0
牛
伏
の
古
碑
1
1
牛
伏
大
立
石
神
社
境
内

O
老
木
愛
宕
神
社
ー
大
字
老
木

は
移
転
し
て
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。

0
大
立
石
神
社
ー
牛
伏

旧
宮
古
街
道
渡
舟
場
旧
跡

0
給
目
・
牛
伏
渡
し
場
跡
1
1
バ
愈
日

F
川
原

0
恨
城
宿
駅
跡
1
1
大
字
老
木

四

、

宮

古

・］r
 

中
枇
城
館
跡
。

山
城
。
＇
料
古
市
指
定
史
跡

0
恨
城
館
ー
字
根
城
館

家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
在
製
造
継
承
者
は
村
内
に
は
残
っ
て
い
な
い
。

閲
伊
街
道
の
宿
場
人

11
か
ら
分
れ
、
部
落
人
口
の
位
固
に
あ
っ
た
。

古
来
新
屯
村
の
銘
哨
と
し
て
知
ら
れ
た
樺
皮
細

r逍
111
ハ
類
＾
式
で
あ
る
。
刈
屋
国
夫

0
根
城
，
り
団
札
場
跡
1
1
大
字
老
木
字
根
城

0
樺
細
工
・
同
工
具
類

庚
申
塔
天
保
十
四
年
十
こ
月
.
に
_
:
l
l

ほ
か
念
仏
供
養
・
庚
申
供
養
塔
な
ど
六
甚
ほ
ど
所
在
す
。

馬
頭
観
世
音

供
養
塔

元
禄
五
年
十
月
吉
日

西
国
順
礼
塔
文
政
二
年
四
月
十
七
日

八
坂
神
社
は
元
和
九
年
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。
境
内
に

宮
古
街
道
の
根
城
筋
と
牛
伏
道
の
分
岐
点
に
所
在
す
る
。

0
八
坂
神
社
の
古
碑
II

0
根
城
の
古
碑
1
1
根
城

建
物
は
寛
政
四
年
建
築
で
あ
る
が
改
装
著
し
い
。
同
家
に
道
路
普
請
関
係
等
の
古
文

書
を
所
蔵
す
。

西
国
巡
礼
塔

こ
の
外
、
水
神
・
山
ノ
神
・
庚
中
・
地
蔵
尊
布
の
供
養
碑
数
桔
あ
り
。

門
前
に
旧
宮
古
街
道
の
往
還
か
あ
り
、
供
養
塔
が
多
数
あ
る
。

0
花
原
市
・
根
城
渡
し
場
跡
1
1
花
原
市
川
原
道

河
道
の
変
遷
の
多
い
閉
伊
川
筋
の
代
表
的
渡
し
場
跡
の
遺
跡
で
あ
る
。

文
政
四
年
二
月
二
十
日

第
十
九
地
割

11
番
か
ら

25
番
ま
で
十
五
区
第
十
六
地
刈

13
番
か
ら
29
番
ま
で
ト
ミ
区
。

旧
官
古
街
道
を
は
さ
ん
で
両
側
に
整
然
と
屋
敷
割
が
区
劃
さ
れ
て
い
る
。
現
在
家
屋

0
楢
山
領
代
官
屋
敷
1
1
大
字
蘇
目
五
地
割
上
野

庚
中
塔
慶
応
二
年
三
月
一
日

華
厳
院
を
本
汗
と
す
る
卜
寸
院
か
多
く
あ
り
、
由
緒
の
1

端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

庚
巾
供
養
塔
文
化
元
年
四
月
一

ll

再
建
す
と
い
う
。

庚

中

供

養

塔

寛

政

卜

年

十
1

月

11

曹
洞
・
ぶ
。

も
と
犬
台
宗
で

延
徳
応
年
遠
州
掛
川
の
9
云
林

if四
枇
却
外
長
現
禅
師
が

大
正
し
年
類
焼
し
て
責
料
は
殆
ん
ど
焼
失
し
た
か
、
岩

f
県
内
に

0
卜
野
の
古
碑
群
1
1
大
字
條
目
五
地
割
卜
野

0
華
厳
院
1
1
花
煩
rH99f
畑
ノ
．
卜
＾
ノ

山

rl
進
家
。
大
正
年
中
の
火
災
で
焼
失
し
た
。

〇
肝
人
屋
敷
跡
1
1
大
字
昌
愈
日
四
地
割
地
ノ
神

享
保

1
•

五
'
^
1

月
吉
H
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)，
l1.
＂・-＊

i
：

ー

）

ー

＇

，

ノ

し
ll"
月
店
し
↑
リ
狛
見
i
．
汎
ー
ー
ー
，
ー
ネ

＼
工
呂
古
代
店
所
跡
・
御
蔵
跡
1
1
本

町

ー

に^

1
0
祁
ー
四
郭
な
と
を
も
つ
咬
古
で

保
存
]It，
艮
好
で
あ
る

現
作
は
商
店
街
ど
な
）
て
い
る
C

中
侃
館
跡
。

千
他
氏
屈
城
跡
で
、
椋
，
闊
八

0
m
の
川
部
本
丸
跡
を
中
心
に
ヒ
ト
テ
状

，
．
呂
古
街
迅
•
浜
街
直
に
共
川
さ
れ
る
「
＇
貨
い
ト

1
1由
未
心
」
の
貨
古
甲
塚
厄
椋
で
あ
る
，

0
千
徳
城
跡
1
1
千
徳
字
町

/
向
古
用
塚
跡
ー
向
町
じ
じ
番
・
パ
ー

．．
 
番

老
）
寄
附
之
」
と
あ
る
。

に
背
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
て
い
る
~

ぶ
知
内
郷
村
志
」
に
「
仙
台
胆
戊
、
水
徳
廿
末
仔
、
報
息
芹
支
配
げ
領
：
・
-
石
桜
庭
家
（
家

い
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
屋
は

J
戸
後
期
以
来
続
い
た
豪
商
店
構
え

他
物
が
完
危

連
築
。

本
町
通
は
道
幅
九

几

m

宮
占
を
代
表
す
る
町
並
で
2

卜
要
豪
商
が
軒
を
並
へ
て

善
勝
寺
は
室
町
末
期
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
が
滋
常

111
門
共
昭
和
九
十
年
以
後
の
新

0
本
町
通
り
・
東
屋
ー
本
町
通

木
彫
釈
迦
．
二
尊
像

江

戸

期

向

古

rli指
定
文
化
財

と
な
り
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。

神
・
水
神
、
庚
申
塔
布
の
洪
養
碑
あ
り
。

念
仏
供
養
塔

こ
の
外
、
天
照
阜
大
神
宮
・
西
国
一
・
一
卜
三
所
、
化
岳
大
明
神
・
卯

f
酉
大
明
神
、
山

咋□

古
街
道
が
浜
街
道
と
合
致
す
る
交
通
の
要
衝
に
位
罹
し
て
い
る
。
現
在
は
商
几
街

0
宮
古
町
高
札
場
跡
ー
沢

1
1
-
I
六

乎
和
．
歪
＇
九
月
大
吉
日

現
在
は
開
発
に
よ
っ
て
旧
状
を
と
ど
め
な
い
。

西

国

順

礼

塔

寛

政

卜
q

一
年
正
月
十
じ

H

0
神
明
前
舛
形
跡
1
1
横
町
神
明
堂
前

念

仏

供

養

寛

政

五

年

ト

一

月

日

糎
、

ill
―
八
仕
糎
、
げ

4--
＾
糎
。
花
協
岩
の
自
然

110

念
仏
供
養
ー
―
．
芥
萬
霊

享
保
卜
し
年
五
月

H

「

fi
湘
大
経

q
-
J
.
[
r
 

-
{
-
1
 

雲
公
成
之
水
和
第
＾
＾
」

r9)"り
、

(
)
.
’
d
.
.
.
 
、Lj

と

四

イ

ー

亥

も

卜

，

／

11

0
陛
勝
炉
参
道
の
古
碑

I
I
f徳
字
神
川
八

'
1
0

岩

r県
指
定
文
化
財

「
史
跡
」

川
原
道
は
小
道
と
な
っ
て
，
部
残
っ
て
い
る
。

〇
、
水
相
の
／

n
字
碑
ー
舘
合

0
川
鮒
・
千
徳
渡
し
場
跡
ー
千
徳
川
匝

慶
応
厄
年
ー
明
治
尼
年
ま
で
盛
岡
藩
に
よ
る
建
設
地
遺
跡
。

衛
門
持
分
と
記
さ
れ
て
い
る
C

0
近
内
の
製
鉄
遺
跡
ー
近
内
字
日
向

中
仇
館
跡
、

山
城
。
天
正
：

0
年
議
城
破
却
令
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
、
佐
々
木
十
郎
左

ぃ＇，ート

lli怜11
と
か
へ
じ
け

、＇1
-

ー＇ー

t
1
、
イ
ー
，

1
1
 

i
:
 

ー

ー、ーノ
A
[
|

ー

位

孔

＼ノ一（
 

u
k根
卜
寸
の
阿
弥
陀
如
米
像
・
応
、
水
銘
木
像
ー
・

r他
．． 

地
刈
字

k
似
．
四

平
悶
也
忠
連
を
祀
る
と
伝
え
て
い
る
。

＾
峯
敏
帖
塚
句
碑

閉
伊
じ
社
の

つ。

111
村
社
、
通
称
は
老
木
明
神
と
い
わ
れ
、
閲
伊
頼
几
の
臣
広
沢

宮
古
市
指
定
史
跡

▲

•
E

＼
ー

卜
l
|

K
卜¥、

f

J

(
1
1
)ー
[

L
人

0
川
鎖
神
社

IIll鎖
字
：
／
1

合
並

幻
住
庵
祇
川
反
占
塚
友
、
水
パ
年
八
月

〇
長
根
午
門
前
の
古
碑
ー

r徳・
1

地
訓
字

K
根
卜
四
番
地

念
仏
供
養
塔

こ
の
外
、
安
永
パ
年
．
日
月
，
叫
銘
地
蔵
祁
／
体
が
な
ら
ん
で
安
閥
さ
れ
て
い
る
。

文

じ

し

じ

ピ

ー

ー

,
1
j
/
r
)

ー

ト
：
．．
 

頭
＇
，
呂
古
市
指
定
文
化
財
（
内
．
四
付
は
県
指
定
文
化
財
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曲
家
島
取
春
陽

（
明
治
:

1

ー
ト
：
・
一
年
生
ー
陪
和
じ
年
没

関
係
の
伝
晶
責
料
及
び
作
品
責

（五）（四）

特
に
金
山
間
発
資
料
・
閉
伊

IIi
和
紙
漉
と
樺
皮
細
下
製
品
・
用
具
な
ど
地
尼
銘

郷
土
史
関
係
文
閲
資
料

芙
術
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収
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。
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訓
岩
角
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在
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国
鉄
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茂
市
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事

今
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伸
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岡
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中

央
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沿
道
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沿
っ
た
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開
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岩
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名
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授

板

橋

原

特
記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

記
例
1-

―
1

口
の
と
お
り
の
謁
在
員
各
位
の
ほ
か
、
左
の
方
々
に
御
指
導
と
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

11
の
面
影
は
な
い
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窮
古
街
道
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
関
係
責
料
の
収
庄
並
ひ
に
現
地
闊
杏
に
つ
い
て
、
人

屯
請
同
付
近
）
ま
で
が
、
じ
な
船
行
場
で
あ
）
た
。
現
在
は
坪
し
叱
地
と
な
）
て
令
く
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ロ

発
逹
に
よ
っ
て
次
第
に
刈

1
は
ト
ム
直
こ
卜
り

こ
れ
に
伴
っ
て
し
戻
り
直
い
（
現
宮
ト
11

付

謁

山

11
川
に
加
本
せ
ら
れ
た
御
水
、
卜
町
橋
際
ま
で
月
行
場
で
あ
）
だ
か
、
そ
の
後

1
州
の

閉
伊
川
河
口
が
湊
と
し
て
占
用
さ
れ
だ
の
は
室
町
未
間
と
さ
れ
る
。

[
i
J
J
川
こ
よ

:
（
／
ヤ

1
'
1
,
I

月

•
1
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r
2又

-

9

1

、‘イ＇

の
業
績
を
物
沿
る
遺
品
・
伝
心
責
料
を
収
几
保
存
し
公
間
し
て
い
る
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口
宮
古
奏
・
船
行
場
跡
ー
本
町

も
重
要
な
道
で
あ
っ
た
宮
古
街
道
開
発
の
IkJ
げ
八
、
牧
庵
鞭
↑
和
尚
（
宝
水
じ
年
生
ー
・
大

現
宮
古
市
役
所
分
室
・
中
央
公
民
館
所
在
地
で
あ
る
。
遺
跡
は
消
滅
し
た
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料
な
と
約
ヒ

0
0点
余
を
収
蔵
す
る
つ

ま
た
、
宝
粁
年
中
、
村
の
生
活
道
跨
と
し
て
最
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13宮古街道 ・曽利田一里塚付近 (11, 籾岡簗川6-4地内）

鑓

寛廷4年3JI 7 II、寛政12年6119Li、慶応）臼Ji
（盛1,v.1簗川飛Q.nl 

17宮古街道 中央谷底部分 Tfi部が川井村境 （盛岡簗川ii~地内）

嗣一

16宮古街道 峡谷部を辿っていた。('1:靭IU,1簗川地内）

36 



” 
藝

一..,.__↓T に一
・,-・.',-,;.• .. 
・・' 
.、・--: ~.. 

-.. 
... 一~,. ク—. l ..,, . .・ 一 9、..--~ べ.. -• . .. ・・---・.-""ぶ・..,. ふ..... . . . ・- . . , 、一

・,,r.:-_,、:-:• - .• .. , - .. 一・--.. ... • . -.,-. --•:;,~... . ~-
~-~、 一・-" -. ,_ ___ . -.. 
i._ -ヽ , .. . 
．ヽ．． ふや．•一~~-.. :-

賓9 疇 る・ -~-
ヽ~、．．~ 

18宮古街道遠景 兜明神斤頂上から南ガ向を0//敵す

.鴫| 釦 ＂ 
冒

ヽ． 

“ ・←唸？．ぷ
. -・ 

~、.. '~. . .• ,:.,_,: /, ! ¥ :ヽ、ド：・ミ
ふ ,. 

, • i • . ..、：, : ¥ ,,、
、.,,.. .; ・・..、....'. ·•·. 
, .・,c. . :,, ·• • ヽ

"". 呵'.. . .... ~;:. ,a:, 心ヽ•‘ふ臼..・-、 :, • 
ヽ
． 、 ．． ヽ. . . 

I • • .,, •、

. ~ . •, ｀ ・亀 : . ' ... . 

ヽ ー、•,.、',ふ.~
_s. こ

、,...、ロ・・・・・，,'• '-、·'·-~,
ヽ
,、 .,.... ,'1- ~- ,; 

、. -~ . . 、 一. ..
I• ヽ｀

唸 齊心雰が必
.,;..~!_' ·- -~"'~ ぶle'ぷ

日

／
 

r 

" 

19去石一里塚跡 （川井ITT/¥l也内）

‘ 

-・.  . . . .'-

｀ (.  . . . 

, • ‘• 

＼ 
.......' 

--=IL m: 

" " ・`~ 璽璽冒

~ 疇細 麗胃

. ! - I 
←ヽー' -:i:;.,,;;;i:::; 

．摩●、
: .、'.t,,;:i, し
・-,, .. ., .. -・-・. , ・"・.. 

竺,.• •• ;. •. ~-べ'·,::プ・年心沿ふ．＇ヽ.:・・・-.. 
炉~:況翠念~t'>:ー、:"べ·.~ベ,.・..、；．ぺ.,,.......、

21宮古街道 ・田代部落の宿屋踏 （川井山(¥'.:地内） 20兜明神社社殿 (111井w代地内）

呵 ＾
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23笠石一里塚踪 (111井1'1Iり地内） 22旧早池峯山門馬御坂口 （川JI'/"!.!'¥地内）
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25宮古街道（弁牛道）

ミ9
27伝承 「箱石」 （箱石地内所(f.)

芦;...:,_.:. 

--― -— ・鼻—... 一ー、..~- ● "~ _.. __..,  . . , —. --• 
一

29川井八幡神社（川井明神） （川片所在）

24岩泉道分岐点 (JI! 井地内）

28鞭牛和尚道1共養碑 道供養林5も',世・:£1'J9年7JI I II 
（箱石 • 岡村地内所在）

i.1:l 

~ ― 30真忠館（川井館）跡から街道を望む （川井地内）
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31肝入交通史文書 通路普請資金文白文政7年9月15日付

伝馬役文苫宝暦7年IU!I12111寸
佐々木吉隆玄所蔵（腹帯）

層

ー•· ● ● 「9

34道標 ・西国順種塔 文化13年3!1100 33道憬．庚申塔寛政12年9)1吉LI 32古碑 ／必水第3f/-i子7l'l lll:I 
（英 J;5地肖11遡立地内所在） （茂rli2地省1]8向地内所在） （腹帝 1地割館所在）

同上拓本
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~̀ 38鞭牛和尚道供養碑 道供養ほff林すぷtit
宝胚8年4JI 8 11 
(J11n・と木の碑）

詈』『
;-・'ヽ．●:・ 
, • ., ヽ ・ .、”、"・.,,.-ら ＇ ヽゞ 、ヽヽ． 

マ・~

噛

a
 

．．、
ヽ .. 

國璽匿

ヽ

.:I 

一ヽ

·•' 
-... -~ 
.,;;,:,,・, ゞ

./_  ..、.·:、'.~. •, 
..'岳令・・ ・

. ~:4. ;ヽ.... = ... --:.~-・，； 、 '~疇
• ,,'・ ら．．、、.;;

≫ グ・. ~ 
- ... 
,: ., I "¥ft:,. . . >' <~• ~ ーヽ
,II ．． ー・'- .、 ._.., •• .:: ••• 
、、 •·-~o•. ~~ ー、

37宮古街道 ( )j\l幣 1 地＇』1j~4地内）

39道1共養碑 文政6年311吉LIU如1i6地割良地平所在）

4渾牛碑 宝1irn年lDIIJULI 

1岱liG地胄11袋地・J'-1W(fl

40 



霧

~ 

璽冨
'. _., 

E
 

4澤牛碑 道（共養林宗六lit宝lf.l'8年511311
( ~1 LI・大・ド地l村）

41宮古街道 ，JヽLlil・遠'f道分岐.,:_;,付近
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Ull:di2J也甘IJII 1:,1) 

45宮古街道 茶,~・旧跡付近からfi¥ir/)六Ji向へ(1)辺
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48慢細工加工用具ー式 刈柑国大所祓

: ,"i I 9、ト^デ iil¥ l 
" -~:. 沿:,-・ . ;,,_・・, ・｀ ．哀~

50八坂神社と古碑 （暮目地内所在）

53西国順穫塔 文政11)年G!I占II (慕II所(f.)

0 

可

l-3
47村立 「新里村資料館」

．． 

E
じ

（茂市・序角地所在）

49鞭牛和尚遺品 宮古街道開さ く工具類 （同資料館保管）

層

霙
51暮目 ・肝入屋敷 ロで

~ 

5唸古街道
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55田鎖館跡 溶古田鎖地内）
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57盛岡藩設置 「近内製鉄場跡」 （宮古近内地内）
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59黒森神社本殿
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56宮古街道 老木部落付近

58宮古街道
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＇ 67宮古 • 浜街道絵図部分 （藉末期）

--， ヽr't ~ 
69宮古通代官所跡 （現~i古rh役所分庁合）

68宮古一里塚旧踏

,

川
_：
可
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ヽ

70-1 宮古 ・盛岡城下間 「伝馬駄賃帳」 箱石馬継所（部分） 70-2 同左 田鎮吸桂所（部分）
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56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
高;

Ti 

符古代一寺安常札出羽l' .古恨長寺徳城千 J跡札点品普勝寺 徳干 itf-HI悶老木恨城似減札1::1恨城 j恨成 J郎宣車厳 午宇辺八附上 111鞭!Ii11 11 !!~ *1[組組縦 111新 11担'1'機鞭良川鞭 .. i箱 Qj'~îi i古川川鞭 名
跡里塚 iリl石塚 鎖城鎖州 fX fX f共板山里f入 '1-0 1"¥1 [IIJ [;'"IJ 'f坐立立制'l-l人 rll帯館 茶織"'.目、 )1''1" 1i石心イ )1内 )1、1.ド

I跡t~ 舛跡i!l居iI (lU のの の花駅i酎MJL1のの 市院 の占再碑発 神社 世nの屋剥11品のの神村のの h~ 村 131御刷I1iI¥八割l 向1JF稲院八百1制l
跡所自 7仰・ 一 ・出t 茶波監止社古 跡古波の 古屋 代古 ti尚跡道様内社'ti道碑T5'尚似 1古ri跡庄内ir(;1，i跡附尚 跡 ~;i 附跡尚

且情E M し 模縮百指的l定N 仰 しま胃 健路 '1';'静路逝 礎科標退跡 t 内 k の 仲道 州l 神辺
H¥-J事 千跡 J品 群 l伴IJ，) 群 古屋 i洋供 併市内ii r.下fJ¥例八 1) rJ，-.i.且社fJt 社社 I比

2レ) 昨 語露 路 ) 蜘 喜Ez E S 高話五定 官社札 仰・28 益 z 
) 仰
It下

この地凶は.建設'6'il民11:地理院I止の小it を i:~て JII¥院先行の5)j分の l地形l刈を傾軍IL t~ ~ のである (!f¥，i.t!.ffO}) Htl閣総 尚、日II'}



印 発 編 昭 宮 岩
和 手
五 県

胤 ィノーT 集 十 十11 文
_,、

化/¥ 

年 財
株 石山． 巴ぃ＾ 

ー・ 街 調

~ 手 月 査
手 県 ： 報- . 

社
県 >
,. 道 告

書

ムリしじZ’‘ 、 教
日

旦
第

発 ..... 
育

✓\, 

谷 ~ 十

委 務 u- 五

印
局 集

員 文
化

雁LJ ノム‘ 課


	岩手県文化財調査報告書第65集　宮古街道0001
	岩手県文化財調査報告書第65集　宮古街道地図１
	岩手県文化財調査報告書第65集　宮古街道地図２
	岩手県文化財調査報告書第65集　宮古街道地図３



